
春に田植え、秋に稲刈りをし、
収穫の喜びを感じながら、
炊き立ての新米を自分たちの手で握り、
味わいました。
（ヴェスタ甲州稲作体験「試食会」：玉宮地区平沢地内）
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人口と世帯

選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業 97年 昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00
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『おおむかしの人の絵作品展』　
●会期／12月11日（月）まで　●会場／釈迦堂遺跡博物館 展望ロビー
　笛吹市・甲州市内の小学生を中心に募集したおおむかしの人の絵を展示します。今回は過去最多の
321点の応募がありました。学校で学んだことや、博物館で知ったことなどを子どもたちが自由な発想
で描いたおおむかしの人たちは、いきいきと躍動的に表現されています。ぜひ、足をお運びください。
※おおむかしの人の絵作品展のみは無料で観覧できます。

『縄文を感じる夜』
●日時／12月9日（土）
特別開館　午後6時~8時（受付は午後7時30分まで）　※午後5時~6時までの間は一旦閉館させていただきます。
　縄文土器や土偶を、ほのかな光に包まれた最小限の照明の中、普段とは異なる雰囲気で特別開館いた
します。この機会にぜひご覧ください。

縄文夜火（じょうもんやか）　午後7時~8時　※要事前申し込み
　博物館裏の屋外広場にて、焚火を囲みながら縄文時代について語らう場をひらきます。夜の甲府盆地
を見下ろす絶景を眺めながら、縄文人が感じていた夜の静寂を追体験する企画です。
　学芸員とともに、縄文時代への思いを共有し、当時の不思議さや、面白さなど参加者と一緒に深めていき
ます。焚火を囲むため、大人向けのイベントになっております。雨天の場合、屋内2階テラスで行います。

●申し込み方法（縄文夜火のみ）／12月6日（水）までに電話でお申し込みください。　
●参加料／入館料400円

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

■開館時間　午前9時～午後5時（入館は閉館30分前まで）　■休館日　火曜日
■入館料　一般400円･小中高生200円※市内に居住する小中学生と保護者または引率者１名は無料。（通年）
■申し込み・問い合わせ先　☎47-3333
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24時間以内に放送された
防災行政無線の内容を
確認できます。

いまの放送聞き逃した！
そんなときは…
☎0553-33-9900へ!

通話料がかかります

防災行政無線



 甲州市民栄誉賞

　広く市民に敬愛され、社会に明るい希望を与
え、本市の名を高めた方および団体を表彰する
ものです。
初鹿野　篤矢（日川高校３年）
全国高等学校総合体育大会ウエイトリフティング競技　
102キロ超級優勝

 善行表彰

　市民の模範となる行動をされた方および団体
を表彰するものです。
小林　勝英（上井尻）　 地域活動

三枝　榮富（深沢）　 　地域活動

田草川國行（小佐手） 　地域活動

山梨むかしがたりの会 地域文化の継承等

 感 謝 状

社会福祉分野における障害者就労支援
久保　貞夫（竹森）
地域振興事業
JAフルーツ山梨　　
公共施設整備事業
塩山ライオンズクラブ 
勝沼・大和ライオンズクラブ
中村あづさ（東京都）

出席者の皆さまをお出迎え受賞者を代表して謝辞を述べる佐藤光正氏

コール・マミー塩山が市民の歌を斉唱

式辞を述べる鈴木市長

奥野田小学校児童代表が憲章を朗読

有功表彰を授与された皆さん
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　甲州市制施行日の11月1日、甲州市民文化会館で、市制施行十八周年記念式典を
挙行しました。
　コール・マミー塩山による「国歌斉唱・市民の歌斉唱」、奥野田小学校児童代表に
よる「市民憲章・子ども憲章朗読」、市長式辞、市議会議長あいさつの後、本市の発展
にご尽力された方々に、表彰状、感謝状を贈呈しました。（敬称略・順不同）
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試験日時および試験会場

試験日時　令和6年1月14日（日）午前8時20分（受付：午前7時50分〜8時10分）
試験会場　甲州市役所 2階 第一会議室（甲州市塩山上於曽1085番地1）

試験科目

（1）筆記試験　SPI3検査（基礎能力検査・性格検査）、小論文（作文）
（2）面接試験　個別面接

試験案内配布期間	 12月4日（月）〜 22日（金）
※総務課人事・研修担当にて試験案内（申込書等）を配布。
※郵送で試験案内（申込書等）を請求。［封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書きのうえ、140円切手を貼った返信用封筒（A4

版が入る大きさ）を同封し、総務課人事・研修担当宛に郵送］
※甲州市のホームページから試験案内（申込書等）を取得。

受験申込手続	 12月11日（月）〜 22日（金）
※総務課人事・研修担当に申込書（兼受験票）、エントリーシートなど必要書類（詳細は試験案内参照）を持参。［土・日・祝日を除く午前

8時30分〜午後5時15分］
※郵送で申し込む。［封筒の表に「採用試験申込」と朱書きし、404円分の切手を貼った返信用封筒（長形3号）を同封のうえ、総務課人

事・研修担当宛に書留郵便で郵送。12月22日消印有効］
※インターネットで申し込む。［「やまなしくらしねっと」（電子申請サービス）に登録し申請］

試験区分・試験職種・受験資格（年齢、資格・免許要件）・採用予定人数

試	験	区	分 試	験	職	種
受　験　資　格 採　　用

予定人数年 齢 要 件 資 格　・　免 許 要 件

技術系職
専門的、技術的業
務および一般行政
事務に従事します

建　築
昭
和
63
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

次の①、②いずれかに該当する方
①大学（建築の専門課程を履修）を卒業（見込みを

含む）、またはこれと同程度の学力を有する方
②建築士（1級または2級）の資格を有する方

若干名

資格・免許職等
専門業務および一
般行政事務に従事
します

社会福祉士
社会福祉士資格を有する方、または令和6
年3月31日までに資格取得見込みの方

若干名

精神保健福祉士
精神保健福祉士資格を有する方、または令
和6年3月31日までに資格取得見込みの方

詳細は配布する試験案内や、市ホームページをご確認ください。

〈 郵送先・お問い合わせ 〉
〒404-8501 甲州市塩山上於曽1085番地1　甲州市役所総務課人事・研修担当　32-2111（内線2381・2382）

令和6年度採用
甲州市職員採用試験二次募
集

マイナンバーカードに
関するお知らせ

The Social Security and Tax Number System

 市民課 住民記録・戸籍担当　☎32-5061

1 夜間・休日にマイナンバーカード関係の手続きができます 予約制

毎週水曜日（午後７時まで）と毎月第２日曜日に、マイナンバーカードに関する手続き窓口
を予約制で開設しています。
●日時　12月10日（日）午後1時〜5時　　●場所　市役所本庁舎 1階 市民課
●手続きの内容　マイナンバーカードの申請、受け取り、更新、暗証番号変更・初期化
●予約方法　希望日の前開庁日までに電話でご予約ください。

暮らしに便利な
マイナンバーカード！
甲州市のカード保有枚数率
は、75.0％です。（11月1日現在）

申請時に、本人確認等の必要な条件を満たせば、できあがったマイナンバーカードを本人限定受取郵便によりご自宅へお
送りします。希望日の１週間前までに電話で予約をお願いします。

2 『マイナンバーカード出張申請サポート』について 予約制

団体向け
市の職員が企業・学校・サークル等のご希望の場所に出向き、マイナンバーカードの申請サポート（顔写真の撮影と申請
書の受付）を行います。出張申請サポートをご希望の場合は、電話等でお気軽にご相談ください。
個人向け

市役所へ来ることが難しい方を対象に、市職員がご自宅に訪問し、顔写真の撮影と申請を無料でサポートします。
★対象者［甲州市民に限ります］
（1）75歳以上で外出が困難な方　（2）障害者手帳等をお持ちの方
（3）介護保険の要介護・要支援認定を受けている方　（4）乳幼児（0から6歳までの未就学児）等
★マイナンバーカードの申請に必要なもの

• 本人確認書類2点（運転免許証、健康保険証、年金手帳等）　 • マイナンバー通知カード
• マイナンバーカード交付申請書　 • 住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

★訪問日時
①月曜から金曜（休祭日および年末年始を除く平日）午前9時30分〜午後4時30分
②休日開庁日　午後1時〜4時
※申請日から約2か月以内に甲州市外に転出予定がない方が対象です。　※申請者本人（15歳未満の方および成年被後見人の方は法定代理人とともに）
が、当日訪問場所にいることが必要です。　※身体を動かすことが困難な方については、介助者等の同席をお願いします。　※申請サポートに必要な機
器類の電源の貸し出しと、公用車の駐車スペースの準備をお願いします。

③実施期間　令和６年２月２９日（木）まで
※代理受領を希望する申請サポートは令和６年１月３１日（水）までの実施分

市が委託した山梨県行政書士会による、マイナンバーカードの申請サポートや出来上がったカードを代理で受領する
サービスが始まりました。マイナンバーカードは申請者本人に受領していただくのが原則ですが、病気や身体の障害等
のやむを得ない理由により本人の来庁が困難である場合は、ぜひこちらのサービスをご利用ください。代理受領には条
件がありますので、個別に相談対応します。対象者、マイナンバーカードの申請に必要なもの、訪問日時、注意事項は上記

「★」と同じです。

マイナンバーカード申請は行政書士にお任せください！

■申請の流れ

希望日１週間前
までに電話予約

市職員が
行政書士会と

日程調整

行政書士が指定場
所へ訪問し写真撮影
を含む申請サポート

カードの受領※
（来庁又は行政書士が受領）
※申請から約１カ月かかります。

NEW!

5 4令和 5 年 1 2 月広報こうしゅう



〇：利用できる日
×：休み・閉庁・閉館
△：利用時間等が制限される日

12月 １月
お問い合わせ先

（市外局番：0553）
27 28 29 30 31 1 2 3
水 木 金 土 日 月 火 水
文化施設・図書館

甲州市中央公民館（甲州市民文化会館） ○ × × × × × × × ☎32-1411
勝沼市民会館・勝沼防災センター ○ ○ × × × × × × ☎44-1111

シェアオフィス甲州 ○ △ × × × × × × ☎32-5037
勝沼中央公民館 ○ × × × × × × × ☎44-2100

大和ふるさと会館・大和中央公民館 ○ × × × × × × × ☎48-2921
塩山図書館 ○ × × × × × × ×

☎32-1505
甘草屋敷子ども図書館 ○ × × × × × × ×

勝沼図書館 ○ × × × × × × ×
☎44-3746

大和図書館 ○ × × × × × × ×
※甲州市中央公民館（甲州市民文化会館）・勝沼中央公民館・大和ふるさと会館・大和中央公民館は1/4も休館
※塩山図書館・甘草屋敷子ども図書館・勝沼図書館・大和図書館は1/4も休館　※シェアオフィス甲州は12/28正午〜1/4正午まで休館

勝沼ぶどうの国文化館 × × × × × × × × ☎44-3312
旧高野家住宅　甘草屋敷 ○ × × × × × × × ☎33-5910
旧田中銀行博物館 × × × × × × × × ☎32-5076

宮光園 ○ × × × × × × × ☎44-0444
釈迦堂遺跡博物館 × × × × × × × × ☎47-3333

※甘草屋敷・宮光園は1/4も休館　※ぶどうの国文化館・旧田中銀行博物館は12/25〜1/5まで休館　※釈迦堂遺跡博物館は12/26〜1/7まで休館

体育施設
塩山総合グラウンド・塩山体育館・塩山ふれあい館 ○ ○ × × × × × × ☎32-1116

塩山テニス場 ○ ○ × × × × × × ☎32-1411
塩山B&G海洋センター※1/4も休館 ○ × × × × × × × ☎32-1596

勝沼中央公園グラウンド・勝沼体育館・勝沼勤労者体育館・勝沼弓道場 ○ ○ × × × × × × ☎44-2100
大和スポーツ公園・やまとの杜アリーナ・武田の郷錬成館 ○ × × × × × × ×

☎48-2921
大和初鹿野体育館・大和初鹿野運動場 ○ × × × × × × ×

福祉施設
大藤診療所 ○ ○ × × × × × × ☎33-2649

塩山保健福祉センター ○ ○ × × × × × × ☎33-7811
勝沼病院 ○ ○ △ × × × × 救急 ☎44-1166

※12/29は午前のみ診療、1/3は休日救急当番医

勝沼健康福祉センター ○ ○ × × × × × × ☎44-1329
大和福祉センター（田野の湯） ○ ○ × × × × × × ☎48-2747

※大和デイサービスセンターは12/31・1/1休館

観光施設・温泉等
大菩薩の湯 ○ ○ × × × × × × ☎32-4126

やまと天目山温泉※1/2・1/3は18時までの時短営業、1/4〜通常営業 × × × × ○ ○ ☎48-2000
勝沼ぶどうの丘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎44-2111

日川渓谷レジャーセンター※12/1〜3/31まで冬季休業 × × × × × × × × ☎48-2455
道の駅甲斐大和※1/4は定休日、手打そば処は12/31まで営業 × × × × × × ○ ○ ☎48-2571
甲斐の国大和自然学校※宿泊希望がある場合は対応可 ○ ○ ○ × × × × × ☎48-2779

環境施設
甲府・峡東クリーンセンター ○ ○ ○ ○ × × × × ☎055-266-7744

公共施設等の休館のご案内
公共施設等の休館日のご案内

年末年始の市民バス運休案内

年 末 年 始

年末年始の窓口閉庁日について 12月29日（金）〜1月3日（水）
甲州市役所本庁舎 ☎32-2111
勝沼支所 ☎44-1111
大和支所 ☎48-2111

出生、婚姻、死亡等の戸籍の届出について
日直（市役所本庁舎のみ）がお預かりします。
なお、閉庁日に提出する予定がある場合は、届出の内容を事前確認することもできますので、ご
相談ください。
※不備等があった場合は、休み明けに連絡させていただきますので、ご了承ください。

転入・転出等 住所や世帯の届出について
　閉庁日は届け出できません。

戸籍謄本等の戸籍に関する証明書発行について
　閉庁日は発行できません。

住民票の写し・印鑑登録証明書の発行について
市役所本庁舎設置の証明書自動交付機　12月29日（金）〜1月3日（水）の間、終日停止します。
コンビニ交付サービス　12月28日（木）午後11時〜1月4日（木）午前6時30分まで停止します。
電話予約制の証明書交付サービスを行っています。
※平日開庁時間中に事前予約していただくと、閉庁日に市役所本庁舎で受け取ることができます。

全便運休
デマンドバス 12月30日（土）〜1月3日（水）
甲州市(塩山・勝沼・大和)縦断線、塩山市民病院線、勝沼地域
循環バス（ぶどうコース、ワインコース）、玉宮線、下柚木線 12月31日（日）〜1月3日（水）

塩山高校線（  山梨交通　☎33‐3141） 12月23日（土）〜1月8日（月・祝）

一部運行（12月31日〜１月3日の間、次の便のみ運行します）
大菩薩登山口線 二本木経由大菩薩の湯線

塩山駅南口発 大菩薩峠登山口発 塩山駅南口発 大菩薩の湯発
9:30 10:00 13:00 13:30
11:20 11:57 － －
14:28 15:00 － －

 市民課 住民記録・戸籍担当　☎32-5061

 市民課 市民協働推進担当　☎32-5068

閉庁日の直前・直後は窓口が大変混雑します。時間に余裕を持ってご来庁ください。
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令 和 4 年 度  甲 州 市 決 算
　令和4年度の甲州市一般会計、特別会計、企業会計の各決算が、9月定例市議会で認定されました。
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく令和4年度決算の財政健全化比率につきましては10月
号の広報に掲載しましたが、今回は財政状況の公表に併せて、決算の概要についてお知らせします。
　福祉や教育、保健、産業の振興など市民の皆さんの暮らしに最も関連し、まちづくりの基本となる一般会計の令
和4年度決算の概要について、歳入は、前年度比8億2,803万1千円（3.7％）増の229億5,268万7千円、歳出は、前

年度比11億1,932万5千円（5.4％）増の219億6,424万6
千円、翌年度へ繰り越すべき財源7,003万8千円を差し引
いた実質収支額は、9億1,840万3千円となりました。

一 般 会 計  歳入

　歳入では、市税が固定資産税および都市計画税において新型コロ
ナウイルス感染症の影響による減免措置の終了に伴う増、市民税で
農業者所得の増や社会経済活動の回復の兆しが表れ始めたことなど
により個人、法人とも増収となったことなど、すべての税目で増収
となったことから、1億4,307万3千円（3.5％）の増、地方交付税は、
普通交付税が国の補正予算により再算定となったものの、追加交付
額が前年度から減少したことなどにより、7,571万4千円（1.3％）の
減、国庫支出金は、前年度実施した感染症対策および経済対策事業の
終了に伴う減や塩山駅南口広場改修事業の事業費減による社会資本
整備総合交付金の減などにより3億6,292万8千円（11.0％）の大幅
な減、県支出金は、参議院、県知事、県議会議員の選挙執行に係る委託
金や障害者自立支援給付費等負担金の増などにより6,498万9千円

（5.7％）の増、寄附金は、ふるさと納税寄附金において更なる「甲州
市ファン」の獲得へ向け取組強化を図ったことに伴い5億6,886万
4千円（22.0％）の大幅な増、繰入金は、財政調整基金繰入はなかっ
たものの、ふるさと支援基金繰入金の増により6億7,799万4千円

（83.4％）の大幅な増、市債は、前年度事業完了したごみ処理施設解
体工事および勝沼健康福祉センター大規模改修工事の財源であった
公共施設等適正管理推進事業費の減などにより6億2,043万2千円

（32.5％）の大幅な減となりました。

一 般 会 計  歳出

　歳出では、総務費がふるさと納税寄附金の増加に伴い、ふるさと支
援基金への積立金の増や寄附者返礼費、ふるさと納税サイト使用料
などの事務費の増、物価高騰対策として、バス、タクシーおよび貨物
運送業者へ支援金の給付、本庁舎等の光熱水費の増加などにより、
13億4,988万2千円（25.4％）の大幅な増となり、民生費は、子育て
世帯への臨時特別給付事業費および住民税非課税世帯等に対する臨
時特別給付金事業費の減、前年度実施の勝沼健康福祉センター大規
模改修工事の減などにより、4億6,315万7千円（8.4％）の減となり、
衛生費は、環境センター解体工事の終了や新型コロナウイルスワク
チン接種回数の減などにより3億9,192万4千円（19.4％）の大幅な
減となり、商工費は、コロナ禍における経済対策および物価高騰の生
活支援のため、甲州市地域応援商品券事業の実施や飲食事業者への
支援などにより2億1,257万5千円（30.7％）の大幅な増となり、土
木費は、塩山駅南口広場改修事業の事業費の減や前年度実施の塩山
駅トイレの感染症対策事業の減などにより8,156万3千円（4.8％）
の減となり、教育費は、中学校再編に伴う勝沼中学校大規模改造工
事等の実施や学校給食センター調理業務の委託、小中学校を始め
とする各社会教育施設等の光熱水費の増により2億3,368万7千円

（16.7％）の大幅な増となりました。

一 般 会 計  歳 入

229億5,268万7千円

市税
41億8,740万9千円

地方交付税
59億6,697万7千円

国・県支出金
41億2,984万7千円

市債
12億8,745万8千円

地方譲与税・各種交付金
9億9,850万6千円

分担金及び負担金など
63億8,249万円

性 質 別 の 状 況

　歳出を性質別に見てみますと、人件費、扶助費およ
び公債費で構成される義務的経費は、前年度比1億
1,224万7千円減の88億8,706万1千円（地方債の借
換え分を除くと前年比4億2,261万5千円減）、普通建
設事業費等で構成される投資的経費は、前年度比3億
3,842万円減の11億6,017万5千円となり、物件費、
維持補修費等のその他の経費は、積立金および補助
費等の大幅な増が影響し、前年度比15億6,999万2千
円増の119億1,701万円となりました。
　また、令和4年度末の一般会計の市債現在高は、
186億8,345万8千円となり16億19万1千円減少し
ました。
  今後も自主財源の確保を図り、また、事務事業の見
直しなどを行いながら経費の削減に努め、より水準
の高い住民サービスを提供できるよう努力していき
ます。

区分 決算額
議会費 1億7,172万9千円
総務費 66億7,269万4千円
民生費 50億8,330万6千円
衛生費 16億2,823万2千円
労働費 1,799万5千円

農林水産業費 5億9,108万円
商工費 9億411万2千円
土木費 16億1,635万5千円
消防費 6億7,277万5千円
教育費 16億2,938万8千円
公債費 29億7,658万円
予備費 0円
合計 219億6,424万6千円

性 質 別 決 算 状 況

人件費
28億2,333万7千円

扶助費
30億8,714万4千円

公債費 29億7,658万円

普通建設事業費 11億6,017万5千円

投資的経費 11億6,017万5千円物件費 32億8,305万6千円

維持補修費
5,416万5千円

補助費等
47億2,295万6千円

積立金 26億9,992万1千円

投資及び出資金・
貸付金
1億4,000万円

繰出金
10億1,691万2千円

義務的経費
88億8,706万1千円

目 的 別 決 算 状 況

民生費
50億8,330万6千円

総務費
66億7,269万4千円

公債費
29億7,658万円

土木費
16億1,635万5千円

衛生費
16億2,823万2千円

教育費
16億2,938万8千円

消防費
6億7,277万5千円

農林水産業費 5億9,108万円

商工費
9億411万2千円

議会費 1億7,172万9千円

労働費 1,799万5千円

歳入
区分 決算額
市　税 41億8,740万9千円

地方譲与税 1億2,980万7千円
利子割交付金 141万7千円
配当割交付金 1,732万7千円

株式等譲渡所得割交付金 1,502万5千円
法人事業税交付金 5,103万4千円
地方消費税交付金 7億3,055万7千円

ゴルフ場利用税交付金 1,717万4千円
環境性能割交付金 1,470万2千円
地方特例交付金 1,932万2千円

地方交付税 59億6,697万7千円
交通安全対策特別交付金 187万円

分担金及び負担金 4,237万6千円
使用料及び手数料 1億6,402万1千円

国庫支出金 29億2,793万6千円
県支出金 12億191万1千円
財産収入 890万5千円
寄附金 31億4,971万円
繰入金 14億9,102万7千円
繰越金 12億7,973万5千円
諸収入 2億4,671万6千円
市　債 12億8,745万8千円

自動車取得税交付金 27万1千円
合　計 229億5,268万7千円

令 和 4 年 度 甲 州 市 一 般 会 計 決 算 額

歳 出 決 算 額 内 訳（ 目 的 別 ）

会計名 歳入総額 歳出総額
翌年度へ繰り 
越すべき財源 実質収支額

国民健康保険事業 41億8,848万3千円 41億6,242万円 0円 2,606万3千円
診療所事業 6,818万7千円 5,710万1千円 0円 1,108万6千円
後期高齢者医療 5億426万円 5億195万4千円 0円 230万6千円
介護保険事業 38億4,374万2千円 37億6,227万円 0円 8,147万2千円
居宅介護予防支援事業 1,990万円 888万円 0円 1,102万円
大藤財産区 584万8千円 279万3千円 0円 305万5千円
神金財産区 747万8千円 550万7千円 0円 197万1千円
萩原山財産区 1,284万6千円 1,062万8千円 0円 221万8千円
竹森入財産区 401万4千円 46万5千円 0円 354万9千円
岩崎山保護財産区管理会 432万円 430万9千円 0円 1万1千円

令
和
4
年
度
甲
州
市
特
別
会
計
決
算
額

一 般 会 計  歳 出

219億6,424万6千円
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事業名 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
水道事業 9億9,315万4千円 9億3,470万円 3億4,631万6千円 5億6,988万2千円
下水道事業 9億4,994万8千円 9億2,655万7千円 5億8,517万7千円 9億2,625万9千円
勝沼ぶどうの丘事業 7億9,713万7千円 7億5,098万7千円 0円 48万4千円
勝沼病院事業 2,101万9千円 2,101万8千円 544万1千円 746万4千円

※水道事業会計
・収益的収入支出及び資本的収入支出には仮受仮払消費税及び地
方消費税を含む。
・資本的収入不足額は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支
調整額、過年度分損益勘定留保資金で補てんした。

※下水道事業会計
・収益的収入支出及び資本的支出には仮受仮払消費税及び地方消費
税を含む。
・資本的収入不足額は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益

勘定留保資金で補てんした。
※勝沼ぶどうの丘事業会計
・収益的収入支出には消費税、仮受仮払消費税及び地方消費税、入
湯税を含む。
・資本的収入不足額は過年度分損益勘定留保資金で補てんした。
※勝沼病院事業会計
・収益的支出及び資本的支出には仮払消費税及び地方消費税を含む。
・資本的収入不足額は過年度分損益勘定留保資金で補てんした。

令 和 4 年 度 甲 州 市 企 業 会 計 決 算 額

こうしゅう家の家計簿

収 入

　市の予算と家庭の家計では仕組みが違いますが、
わかりやすく例えるために、令和4年度一般会計の決
算を家計簿に置き換えてみました。

内　容 決算項目 金　額
こうしゅう家の年収 市税などの自主財源 500万円

親からの支援 国県支出金など 525万円

ローンの借入 市債 61万円

合　計 1,086万円

支 出
内　容 決算項目 金　額

食費 人件費 134万円

家族の医療費など 扶助費 146万円

家族への仕送り 繰出金 48万円

自宅の増改築や車の修理費など
投資的経費、維
持補修費

57万円

自治会やサークル活動の会費など 補助費、貸付金 230万円

光熱費、通信費など 物件費 155万円

ローンの返済 公債費 141万円

その他 積立金、予備費 128万円

合計 1,039万円
 財政課 財政担当　☎32-5060

水道事業
項　目 金　額
営業収益 1億9,900万8千円
営業外収益 1億8,031万4千円
営業費用 3億4,614万1千円
営業外費用 2,379万3千円

下水道事業
項　目 金　額
営業収益 8,639万3千円
営業外収益 3億9,782万5千円
営業費用 3億5,594万8千円
営業外費用 2,905万9千円

勝沼ぶどうの丘事業
項　目 金　額
営業収益 3億9,040万1千円
営業外収益 685万1千円
営業費用 3億4,944万2千円
営業外費用 0円

勝沼病院事業
項　目 金　額
医業収益 0円
医業外収益 0円
医業費用 67万8千円
医業外費用 29万4千円

公営事業の経理の概況
（令和5年9月30日現在）

土 地 1,903,745㎡
建 物 183,394㎡
基 金 69億2,165万円
出 資 金 1億9,782万5千円

財産、基金及び出資金の状況
（令和5年9月30日現在）

市税等の内訳 金額
市民税（個人分） 14億9,943万円
市民税（法人分） 7,859万6千円
固定資産税 20億7,786万7千円
都市計画税 1億3,659万4千円
軽自動車税 1億5,232万2千円
市たばこ税 1億700万5千円
入 湯 税 670万8千円
国民健康保険税 9億7,769万4千円

住民負担の状況 （令和5年9月30日現在）
※令和5年度分として収入を見込んだ市税等の額

会計名 歳　入 歳　出 差引額
一般会計 105億3,368万円 76億7,719万4千円 28億5,648万6千円

国民健康保険事業 16億5,473万円 15億7,719万5千円 7,753万5千円
診療所事業 2,409万円 2,548万7千円 △139万7千円

後期高齢者医療 1億8,604万2千円 1億8,324万2千円 280万円
介護保険事業 16億8,327万8千円 15億4,467万1千円 1億3,860万7千円

居宅介護予防支援事業 1,657万6千円 374万1千円 1,283万5千円
大藤財産区 582万8千円 208万1千円 374万7千円
神金財産区 197万1千円 1万8千円 195万3千円
萩原山財産区 859万5千円 688万5千円 171万円
竹森入財産区 354万8千円 1万2千円 353万6千円

岩崎山保護財産区管理会 1万1千円 0円 1万1千円

令和5年4月1日から令和5年9月30日までの会計別収支の状況 （令和5年9月30日現在）

※「△」はマイナスを表します

市　債 279億8,461万6千円

一時借入金 0円

市債及び一時借入金の現在高
（令和5年9月30日現在）
※一般会計、特別会計、企業会計の合計

市 民 一 人 あ た り の …（人口 29,775人／令和5年4月1日現在）

市民一人あたりの税負担は･･･

241,391円

市民一人あたりの歳出決算額は･･･

737,674円

区　分 内　容 金　額
議 会 費 市議会の運営のために 5,768円
総 務 費 課税徴収・住民窓口・庁舎管理などのために 224,104円
民 生 費 高齢者・子育て支援・障害者などのために 170,724円
衛 生 費 健康診断・予防接種・環境衛生・ゴミ処理などのために 54,685円
労 働 費 勤労者福祉・高齢者の就労促進などのために 604円
農林水産業費 農林業の振興のために 19,852円
商 工 費 商工業や観光の振興のために 30,365円
土 木 費 道路や橋の整備・河川の改修・市営住宅などのために 54,286円
消 防 費 防災・消防団・常備消防のために 22,595円
教 育 費 義務教育・生涯学習・文化財保護・スポーツ振興などのために 54,723円
公 債 費 各種事業を実施した際の借入金の返済のために 99,969円

市民一人あたりの目的別経費の内訳は･･･

令 和 4 年 度  甲 州 市 決 算
　地方自治法第243条の3ならびに「甲州
市の財政状況の作成及び公表に関する条
例」に基づき、令和5年9月末現在における
本市の財政状況を公表します。財政状況の公表

甲州市の
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 健康増進課 健康づくり担当　☎33-7812

　甲州市では、保護者の方にご協力いただき母子保健調査を長年にわ
たり実施しています。
　1歳6か月児健診を受診した幼児（779名）では「夜間や休日に救急病
院を受診したことがある」と答えた方が全体の46.3%で、半数のお子
さんが救急病院を受診しています。
　受診した病名を見てみると「発熱や風邪」「突発性発疹」「胃腸炎」「熱
性けいれん」が多く、目・口・頭・手などの「けが・外傷」も多くなってい
ます。
 （甲州市母子保健調査 H29年度〜R3年度）

　令和５年度の総合健診を受診できなかった市民の皆さまを対象に追加健診を実施します。
　「申し込んだが行けなかった」、「申し込むのを忘れた」、「がん検診でまだ受けたいものがある」などの
方はこの機会にぜひお申し込みください。

20〜39歳の方 基本健康診査

医療保険の種類 受診の際の注意点 自己負担金
甲州市国民健康保険 「基本健診受診券」をお持ちください。 無料
国保以外の医療保険 職場等で受診の機会がない方。「健康保険証」をお持ちください。 1,000円

40〜74歳の方 特定健康診査

医療保険の種類 受診の際の注意点 自己負担金
甲州市国民健康保険 「特定健診受診券」をお持ちください。 無料

甲
州
市
国
保
以
外

 

の
医
療
保
険

加入者本人 総合健診では受けられません。（お勤め先での健診となります）

被扶養者

医療保険者から「特定健診受診券」を発行された方のみ対象とな
ります。加入している医療保険によっては受診できない場合が
あります。
○受診には「健康保険証」と「特定健診受診券」が必要です。
○特定健診受診券等の詳細は、ご加入の医療保険者（健康保険証

の発行元）にご確認ください。

ご加入の医療保険
ごとで違います

※健診当日の天候等により、中止になる場合があります。中止の場合は、健診前日の夕方または健診当日の朝７時に防災無線で周知いたします。

75歳以上の方・生活保護の方 基本健康診査  どなたでも受診できます。（自己負担：無料）
●がん検診等　■対象年齢に該当する市民の方が対象です。医療保険は関係ありません。
※対象年齢は、令和6年4月1日時点の年齢です。

検診名 対象年齢 自己負担金 内　　容　・　注　意　点
胃がん検診 41歳以上 800円 バリウムを飲んで胃や食道をレントゲンで撮影します。

大腸がん検診 41歳以上 300円
便潜血検査（自宅で2日間、便をとって当日提出します。）
予約連絡の際に大腸がん検診を希望することを伝えてくださ
い。検査容器を事前に郵送します。

肺
が
ん
・
結
核
検
診

胸部
レントゲン

検査

41〜64歳 200円 胸部をレントゲンで撮影します。
肺がんや肺結核、心肥大などを見つけます。

65歳以上 無料 ◎65歳以上の方は、年に1回の結核検診が
義務付けられています。

喀痰細胞診 50歳以上
※1 500円

痰に含まれるがん細胞を調べます。血痰がある場合は医療機
関を受診してください。（後日提出）
※1 胸部レントゲン検査受診者で以下に該当する方

①50歳以上で喫煙指数600以上（過去喫煙含む）
※喫煙指数:1日の喫煙本数×喫煙年数

②常時痰が出ており、採取可能な方
腹部超音波検診 20歳以上 600円 肝臓、胆のう、膵臓、腎臓などを画像で調べます。

　令和5年秋開始接種として初回接種が完了し、前回接種から3か月が経過した生後6か月以上の方を対象に新型コロナウ
イルスワクチンの接種が実施されています。
　新型コロナウイルス感染症の流行に備えて、ワクチンの接種をご検討ください。
　初回接種（1・2回目接種）がお済みでない方は、年内に接種を完了することをご検討ください。
　現在実施している、秋開始接種（追加接種）は、初回接種が完了していないと接種できないため、計画的なワクチン接種を
ご検討ください。
●実施期間　9月20日（水）〜令和6年3月31日（日）※秋開始接種の対象者は期間中に1回接種を受けられます。
●接種費用　無料（自己負担なし）※ただし、接種前後の診療等については、通常の診療として自己負担が生じる可能性があります。
●使用ワクチン　オミクロン株（XBB.1.5）対応ワクチン（ファイザー社・モデルナ社）を基本として使用します。
●接種券の送付・再発行
• お手元の接種券・予診票をご利用ください。
• 前回接種から3か月未満の方には、3か月経過後、順次発送いたします。
• 紛失などによりお手元にない場合は、下記コールセンターまでお問い合せください。
●接種について　事前の予約が必要です。ご予約については、下記コールセンターまたはかかりつけ医等医療機関に直接
ご相談ください。（※なお、接種は各人の判断でお願いします。）

●接種当日の持ち物
　□接種券（予診票・接種済証）・・・お手元の接種券をご利用ください。　　□お薬手帳（お持ちの方）
　□身分証明書（マイナンバーカード・健康保険証・運転免許証のいずれか）

夜間や休日の救急外来の受診状況

子どもの救急外来・受診の仕方
相　談
受診すべきか悩む時、
小児救急電話相談＃8000に相談してみましょう。

ケガ・外傷など
・休日当番医や小児初期救急医療センターでは対応してい

ません。
・山梨県救急医療情報センター（☎055-224-4119）または

東山梨消防本部（☎32-0119）で医療機関をご確認くだ
さい。

受　診
・休日当番医もしくは小児初期救急医療センター
　（☎055-226-3399）を受診しましょう。
・事前に必ず電話で受診可能か確認しましょう。
・翌日必ずかかりつけ医を受診しましょう。

➡休日当番医は、市広報「情報カレンダー」をご確認ください。

重症の時は迷わず 119番
・けいれんを起こした　・重度のやけどやケガ　・意識がない
などの場合は救急車を呼びましょう。

どうする？子どもが病気になった時②

新型コロナウイルスワクチン接種［令和5年秋開始接種］

※ネット予約のご利用の注意※
　接種券によるネット予約については、12月27日（水）までのご利用となります。
　以後、実施期間中の接種予約は、引き続きコールセンターにご相談いただくか、かかりつけ医等医療機関に直接ご相談ください。

 健康増進課 感染症対策担当　☎32-5014／ワクチン接種コールセンター　☎33-7813

発熱 26%

風邪 16%

外傷 8%突発性発疹 6%
胃腸炎 6%

熱性けいれん 4%
インフルエンザ 4%

嘔吐 3%
蕁麻疹 2%

RSウイルス 2%
肺炎 2%
熱傷 2%

その他 19%

 追加健診に関すること　健康増進課 健康企画・地域医療担当　☎32-5014

追
加
健
診
の
お
知
ら
せ

●基本（特定）健康診査　身体計測、血圧、血液検査、尿検査、医師の診察等
※対象年齢は、令和6年3月31日時点の年齢です。

健診内容について

受付時間を割り振りますので電話、窓口、Web（インターネット）で必ず事前にお申し込みください。

要予約

web申込二次元コード

■実施日・会場　①令和6年1月23日（火）甲州市民文化会館　②令和6年1月31日（水）勝沼市民会館
■受付時間　午前8:15〜10:30
■申込期間　12月11日（月）〜健診前日まで
■申込先　健康増進課 健康企画・地域医療担当　☎32-5014
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高齢者の助っ人

いきいきライフ通信

整骨院・接骨院のかかり方整骨院・接骨院のかかり方

医療費の適正化にご協力をお願いします

令和5年9月の医療費
国保連診療報酬請求額基準

	2億3,526万円（前年同月比	△3,272万円）
	 2万9,389円（前年同月比	△2,704円）

医療費全体
1人当たり医療費

 健康増進課 保健事業担当　☎34-5436
 介護支援課 介護保険担当　☎32-5066

 介護支援課 介護予防・高齢者支援担当　☎34-5434

　近年、整骨院・接骨院は数も増え、医療費も年間約2,700万円となってきています。
（令和4年4月～令和5年3月請求分）
　柔道整復師・鍼灸師などが施術を行う、はり・きゅう・マッサージなどは、医師が治療を行う診
療とは異なります。そのため、健康保険が適用される施術は一部のものに限られています。

①負傷原因を正確に伝えてください。
②病院での治療と重複はできません。
③施術が長期にわたる場合は、医師の診断を受けてください。
④療養費支給申請書は内容を確認し、原則自分で署名をしてください。
⑤領収証は必ずもらいましょう。

施術を受けるときの注意事項

健康保険が使えない場合

日常生活の疲れな
どからくる肩こり

症状の改善が見ら
れない長期の施術

加齢による
体の不具合

スポーツによる
筋肉疲労・筋肉痛

病気による
こりや痛み

労災保険の対象となる
仕事中・通勤途中のケガ

など

健康保険が使える場合

打　撲 ねんざ 挫　傷
※肉離れ等

骨折・脱臼
※応急手当以外は医師の同意が必要

○荷物運びで腰を痛めた　○階段で足首をひねった　○スポーツで足を骨折した など

例えばこんな時…

甲州市安心生活見守り事業（ふれあいペンダント）のご紹介
　当事業は、緊急通報相談システム（ふれあいペンダント）を無料で貸し出し、ご自宅での急病等の緊急事態
や健康相談に対応する事業です。対象者の条件に該当し、設置を希望する方は介
護支援課 介護予防・高齢者支援担当へご連絡ください。
対象者 ※次の①②のすべてに該当する方
①甲州市に住所を有している方
②65歳以上の世帯で世帯員すべてが、次のいずれかに該当する方
・心疾患があり、緊急的な対応が想定される方
・脳梗塞等の病歴があり、緊急的な対応が想定される方
・呼吸器疾患等により屋内の生活が不自由で緊急的な対応が想定される方
・転倒のリスクが高く頻回に転倒している方
・要介護認定をお持ちの方

　多くの方が、住み慣れた自宅で暮らし続けることを望んでいます。高齢になっても元気に暮らし、介護が必要に
なっても安心して暮らしていくためには、医療、介護、予防、住まい、生活支援が一体的に提供されるしくみが必要で
す。その実現のために、みんなで支え合い、助け合う社会をつくっていくことが大切です。

　昨年11月に実施した「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の結果から今回は、「介護を受ける場所と最期を迎え
る場所について」紹介します。

Q.あなたに介護が必要となった場合、どこで介護を受けたいと思いますか。
　「介護保険制度のサービスや福祉サービスを使いながら、自宅で介護を受けたい」が45.9％と最も多く、次いで
「なるべく家族のみで、自宅で介護を受けたい」が21.0％と7割近くの方が「自宅」での介護を望んでいました。そ
の他、「老人ホームなどの介護施設に入所したい」が16.9％、「わからない」も12.4％となっていました。

高齢者の暮らしと介護についてのアンケート調査結果について（4）

Q.あなたは、最期をどこで迎えることを望みますか。
　「自宅」が59.5％と、約6割の方が「自宅」を望んでいました。

緊
急
通
報
時
の
流
れ

利用者が急な体調変化により「緊急ボタン」または、ペンダント式端末のボタンを押します。

甲州市が委託している山梨県見守りセンターの看護師が応答します。※看護師は24時間在中しています。

利用者又は協力員に体調や状況を聞き取り、消防署による緊急出動を依頼します。

利用者から返答がない場合

山梨県見守りセンターは利用者が依頼し
た協力員に連絡し、協力員が利用者宅に
駆け付け、安否確認を行います。

利用者から返答があった場合

固定電話の回線を使いま
す。ペンダント式の端末
が付属しており、ご自宅
内であれば、どこからで
も通報が可能です。

ふれあいペンダント機器

0 20 40 60 80 100 なるべく家族のみで、自宅で介護を受けたい
介護保険制度のサービスや福祉サービスを使いながら、自宅で介護を受けたい
老人ホームなどの介護施設に入所したい
その他
わからない
無回答

21.0% 45.9% 16.9% 12.4% 3.1%
0.8%

0 20 40 60 80 100 自宅
息子・娘・孫の家
介護関連の施設
病院などの医療機関
ホスピス
その他

わからない
無回答

2.7%16.1%1.2%13.6%59.5% 5.7%
0.6%0.7%
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EVENT

峡東地域農福連携推進協議会会員施設を紹介します

日　時 	 12月16日（土）
開　演 	 午後5時30分～（開場	午後5時～）
会　場 	 勝沼ぶどうの丘	イベントホール
出演者 	 ボーカル	 しらいみちよ
	 ピアノ	 大徳俊幸
	 コントラバス	 坂井紅介
	 パーカッション	 仙道さおり
料　金 	 10,000円※食事付き
定　員 	 100名（先着順）
申　込 	 電話でお申し込みください。
主　催 	 甲州市観光商工振興協議会

日　　時 	 令和6年3月23日（土）・24日（日）／2日間
場　　所 	 1日目 	3月23日（土）塩山ふれあいの森総合公園
	 2日目 	3月24日（日）甚六桜公園（勝沼ぶどう郷駅）

出 店 料 	 飲食提供あり（キッチンカーも可）…各日10,000円
	 物販のみ…各日2,000円
	 ※24日（日）の飲食提供はキッチンカーの出店のみ

出店条件 	 甲州市在住者、甲州市内の事業者
	 ※机2台・イス2脚を用意します。テント、テント内の照明、燃料・電源等、

必要物品は各自でご用意ください。

申請方法 	 提出書類は、市ホームページからダウンロードするか、
	 観光商工課窓口でお受け取りください。

申込期限 	 12月1日（金）～22日（金）※期日厳守
	 ※希望者多数の場合は、抽選にて選考します。また、イベントにふさわし

くないと判断した方（団体）の出店はお断りします。
	 ※出店場所は、2月中の出店説明会で決定する予定です。

〈申し込み・問い合わせ〉　甲州市観光商工振興協議会（甲州市観光商工課内）　☎32-1000

CHRISTMAS CONCERT
 JAZZ NIGHT

日　時 	 12月24日（日）
開　演 	 午前10時～午後4時
会　場 	 勝沼ぶどうの丘
内　容 	 ビンゴ大会（午前11時～、午後2時～）
　　　　50名様にサンタさんからプレゼント♪ジャンボフ

ラワークリスマスフォトブースでサンタさんと記念
撮影♪イベント会場ではクリスマス＆お正月ワーク
ショップも多数開催♪恐竜さんも遊びに来るよ♪

EVENT ぶどうの丘でクリスマス

ハーモニー
笛吹市石和町下平井329　☎055-261-3377

　ハーモニーでは開所当初から、自農園で季節の野菜を
無農薬、有機肥料で育てています。
　農福の仕事も、春から夏にかけての桃の袋かけやぶど
うの傘掛け、秋には稲運びとはさかけ等を行っています。
今後はぶどうの傘拭きがメインとなります。職員も利用
者の皆さんも、初めは農家さんに一から手順を教わりな
がらの作業でしたが、毎年、ありがたいことにこの時期に
なると仕事の依頼をいただいています。その他、焼き菓
子作りや受託作業等も行っていますので、興味のある方
はお気軽にご連絡下さい。

救護施設 甲州市鈴宮寮
甲州市塩山上塩後409　☎33-2747
　鈴宮寮では、「鈴宮農園」で利用者と一緒に野菜の栽培
を行っています。土づくりから収穫まで毎日お世話をし
て、採れたて野菜を鈴宮寮前の無人販売所やえんざん朝
市で販売しています。また、地域の農家さんから依頼を
受けて、ぶどうの傘かけ・袋かけ・箱詰め・出荷作業・傘拭
き・枝拾いなどのお手伝いを施設外就労の一環で行って
います。地域の人との交流や地域貢献を通して、利用者
の自信や生きがいを創出し、社会参画を実現する取り組
みを行っています。農作業以外に軽作業などもお受けで
きますので、ぜひお問い合わせください。

［鈴宮寮］ぶどうの袋かけ

［ハーモニー］ぶどうの傘かけ

［鈴宮寮］白菜の収穫

創造工房くわの家
笛吹市春日居町桑戸302-1　☎39-8628
　創造工房くわの家は、「想像力」と「思いやり」を基本と
し、利用者さんの「生活の質をキープする、できれば伸ば
したい」「一人ひとり得意なこと、できること、できそうな
ことが違うため多くの商品と作業工程を用意する」「商品
の製造を事業所で完結する」という目標をかかげ峡東地
域産農福連携商品の製造を行っています。産地と素材、
製造方法にこだわったジャム、コンポート、ドライフルー
ツ、ジェラートは企業や農家さんから委託を受け農福連
携商品としての製造も行っています。依頼が増え続けて
いる農作業の補助では、ぶどうの傘拭き、房づくり、袋か
け、傘かけ、収穫、剪定枝拾い、桃・スモモの摘果や傘かけ、
袋かけなど多くの作業に応えられるようになり、高い評
価をいただいております。

［くわの家］ぶどうの房づくり

［NTTクラルティ］塩の山 ［NTTクラルティ］紙漉き作業

［くわの家］柿の消毒

NTTクラルティ株式会社
甲州市塩山上於曽1785-3　☎39-5057

　NTTクラルティは、NTTの特例子会社としてさまざま
な障害のある社員が活躍しており、塩山ファクトリーで
は、薬品を使わず温かみのある手漉き紙の製作を行って
います。手漉き紙の原料は、環境への配慮から製紙工場
で印刷不具合等の理由により廃棄されてしまう紙パック
(牛乳パック等)を購入し、中身のパルプ材を取り出して
使用しています。
　製作した手漉き紙は、主にNTTグループ向けに卓上カ
レンダー・ノベルティ・名刺等の材料として提供しご好評
をいただいていますが、峡東地域においても、この手漉き
紙をジャム・ワインのラベル、商品の掛け紙等にご利用い
ただければ幸いです。手漉き紙のご用命がございました
らお気軽にお問い合わせください。

本協議会は、高齢化が進む農業分野での新たな働き手として、障害者等のそれぞれの役割や能
力に応じた農作業の受委託をしています。農福連携を実施している会員施設を紹介します。

こうしゅう　フェスタ
出店者の募集

桜

　福祉総合支援課 重層的支援担当　☎32-5027

 甲州市勝沼ぶどうの丘　☎44-2111

［ハーモニー］稲刈り作業
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「ゼロカーボンシティ甲州」を目指して
ZERO CARBON CITY KOSHU

「ゼロカーボンシティ甲州」を目指して
ZERO CARBON CITY KOSHU

　12月は地球温暖化防止月間です。近年、記録的な大雨や季節外れの暑さなど、日本や世界各地で
異常気象が続いており、主な原因は、二酸化炭素などの温室効果ガスによる地球温暖化と考えられ
ています。
　排出される二酸化炭素のうち約2割が家庭からのものであり、温室効果ガスを増やさないために
は、一人ひとりのライフスタイルの転換がとても重要です。「ゼロカーボンアクション30」を参考
に、できるところから取り組んでみましょう。

　リサイクルステーション( 以下「ステーション」)に、回収できないものを出すと次のよ
うなことが起こります。

 環境課 環境対策担当　☎33-4404 参照：環境省「 COOL CHOICE」

17ゼロカーボンシティへ向けた取り組み
ゼロカーボンアクション30編

身 近 な と こ ろ か ら ゼ ロ カ ー ボ ン を 目 指 し て
Environmentally friendly

 環境課 ごみ減量・リサイクル推進担当　☎33-4404

リサイクルステーションに間違ったものを出してないですか？

例：スプレー缶、化粧品の瓶、キャップ・ラベル付きペットボトル
	 汚れているもの、劣化しているもの、粗大ごみ、事業系廃棄物

環境課では今後も分別促進の取り組みを様々な方法で行っていきます。

　市では、塩山上東区の取り組みを参考に、分別の推進のため、ステーション内に回収できないものの
実物パネルの展示を始めました。

地区の対処 回収業者の対処

・ステーションの管理を行っている地区(保健環
境委員など)が、回収できるように分別(キャッ
プやラベル等を取り除く作業)が発生

・ステーションに出せないものをごみステーショ
ンに出す作業が発生

・収集の際に、回収できないものを取り除く作業が
発生

・回収後、保管施設にて異物が紛れ込んでいないか
更に選別作業が発生

※異物が紛れ込んでいるとリサイクルの質が下がり、買い取り金
額などが低下

展示パネルについてコメント

・実物を展示したことで、出してはいけないものが目に入り、正し
い出し方が伝わると思います。

・展示してからは、回収できない混入物が少なくなり、ステーショ
ン内が整理され清潔になりました。

上西区長 山下さん

・収集できないものに紙を貼って注意喚起を行っても改善しないので、もっとわかりやすい方法が
ないかと考え、実物での看板を設置しました。上東区で始めた活動を市も参考にして取り組んで
いただき、すべての地区に広がれば、より分別が進むと思います。

・缶、ビン類に限らず、出すことが出来ないものを出していく人はなくならないと思いますので、ス
テーションを適切に利用していただくよう継続して対策を行っていく予定です。

上東区保健環境委員 瀧澤さん

そこで…
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甲州市の「ホット」なできごとを紹介します！

　11月5日、「ヴェスタ甲州　稲作体験事業」で新米の試食会
を実施しました。試食会には親子連れ32名が参加し、炊き立
ての新米を味わいました。試食の前には塩山式手ばかりの説
明も行われ、食事の目安量についても学びました。5月の田植
えから今回の試食会をとおして、食の大切さやおいしさを感
じる喜びを体感し貴重な機会となりました。

観光大使の小林幸子さんが乾杯のご発声新酒の味を楽しむ参加者たち

秋空の下、多くの方で賑わいました

ヴェスタ甲州　稲作体験事業
炊き立ての新米を味わう

　11月11日～19日にかけて、大和町でそば切り・ほうとう祭
りが開催されました。期間中はそば・ほうとう処を巡るスタ
ンプラリーや、栖雲寺風入れ展のほか、武田家終焉の地を巡る
フットパスも行われました。参加者は紅葉が進む秋の景色を
眺めながら、そば切り発祥の地のそばやほうとうを味わい、秋
を満喫していました。

秋を満喫
そば切り・ほうとう祭り

厳正なる審査に合格したワインが出品された

　11月3日、勝沼ぶどうの丘で、山梨ヌーボー解禁を記念し「新酒ワインまつり」を開催しました。コロナ禍を経て4年ぶりの通常開
催となった今年は、39種類の新酒ワインが一堂に揃い、その味わいを目当てに開始前から長蛇の列。観光大使である小林幸子さん
（歌手）がサプライズゲストとして乾杯を行うなど、この日訪れた約1300人の参加者は、新酒ワインの味わいととともに、山梨ヌー
ボーの解禁を喜び、大いに楽しんでいました。

●山梨ヌーボーとは●
　山梨県内で、その年に収穫されたぶどう（甲州・マスカットベーリーA）を使って醸造された新酒ワイン
のこと。山梨県ワイン酒造組合が11月3日を「山梨ヌーボー」の解禁日と決めました。

山梨ヌーボー解禁　新酒ワインまつりを開催

　10月14日、甲州市アドベンチャークラブ実行委員会は、大
菩薩登山を実施しました。市内の小学生18名が参加し、美し
い自然を眺めながら登山を楽しみました。登山を通して、自
身の体力を知り、途中であきらめない気持ちや道中で仲間同
士励まし合いながら歩きとおす達成感に充実した表情を浮か
べていました。

美しい自然を満喫
大菩薩登山

　10月15日、山梨県のアマチュアオーケストラ「山梨交響
楽団」のファミリーコンサートが甲州市民文化会館で開催さ
れました。約300人が参加したコンサートでは、オーケスト
ラの迫力ある演奏や音色に魅了されました。また、後半では
参加者による指揮者体験コーナーも実施され、会場は温かい
ムードに包まれました。

山梨交響楽団ファミリーコンサート
ホールを豪華に彩る

　10月22日、甲州中央防災広場「塩むすび」などで第18回甲
州市およっちょい祭りが開催されました。広場のステージで
は市内の保育園児による発表や地元中学生による楽器の演
奏、やぐらの上から餅などを投げるおよっちょい上棟式が行
われたほか、各種団体からも多数出店し市民総参加のイベン
トは大いに賑わいました。

多彩な催しで賑わう
甲州市およっちょい祭り

　10月28日、第50回信玄公祭りが、甲府市の舞鶴城公園をメ
イン会場に開催されました。武田家の聖地である本市からは
武田四郎勝頼隊が大和地域の出身者などで編成され「甲州軍
団出陣」に参加しました。式典では巫女の舞を披露したほか、
勝どきをあげて出陣。多くの観衆が詰めかけた中、堂々と行
進し祭りを盛り上げました。

武田四郎勝頼隊
信玄公祭りで堂々と行進

　10月29日、勝沼中央公園グラウンドで、勝沼・大和地域の5
小学校の6年生62名が参加し、勝沼・大和少年ジャンボリーを
実施しました。清々しい秋晴れにも恵まれ、頭と体を使う課
題やレクリエーションに協力しながら取り組み、来年度から
同じ中学校に入学する児童同士で交流し、親睦を深めました。

甲州市勝沼・大和少年ジャンボリーを実施
小学校６年生が顔合わせ

　11月2日、東雲小学校で甲州市駅伝チームの指導の下、陸上
教室を開催しました。教室では、6年生26名を対象に、走り方
の基本や体の使い方などの技術指導が行われ、児童は校内持
久走大会で上位入賞や完走に向けて練習しました。この事業
は、Rèaliser-レアリゼ-の一環として地域の学校を巡回しな
がらスポーツ教室を行っています。

校内持久走大会に向けて
東雲小学校陸上教室を実施
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　外来年間合算制度は、年間を通して長期に外来療養を受けている方の負担が増えないよう、1年間を通じて
月の外来の自己負担額を合算し、上限額を超えた金額を「高額療養費外来年間合算」として支給するものです。

【対象者 】
　令和4年8月1日～令和5年7月31日までの1年間で、自己負担が「一般」「低所得者Ⅱ」「低所得者Ⅰ」（令和5年
7月31日時点）のうち、外来の自己負担額が14万4,000円を超えた方。※月ごとの高額療養費として支給さ
れた金額は自己負担額から差し引いて計算されます。

【勧奨通知発送 】 支給対象になる方には申請のご案内を送付します。
〇国民健康保険加入の方
甲州市から12月中旬頃に申請書を送付
〇後期高齢者医療加入の方
山梨県後期高齢者医療広域連合から12月上旬頃に申請書を送付（計算期間中を通じて月間の高額療養費で
口座の登録をされている方には送付しません）

【支給方法 】 申請書を提出した方には申請口座に支給されます。
※後期高齢者医療加入の方で、すでに高額療養費の申請で口座登録をされている方には登録口座に継続支給されます（支給のお

知らせは12月上旬頃発送予定です）。

※対象期間中に転入転出（後期高齢者医療保険加入の方は、県をまたいだ転入転出）や他保険の加入歴のある
方は、「自己負担額証明書」が必要になる場合があります。詳細はお問い合わせください。

●申請書提出先・お問い合わせ先　市民課 国保・年金担当　☎32-2111（内1021～1023）

75歳以上の方の医療費のお知らせを令和6年1月下旬に発送します。

※医療費控除の申告に使用する際の利便性向上のため、令和5年1月～11月の自己負担額の合計等が記載されています。

令和5年度医療費のお知らせ

発送時期 記載される診療月 発送方式
令和6年1月下旬 令和4年12月～令和5年11月 封書にて発送（普通郵便）

 市民課 国保・年金担当　☎32-2111（内1021〜1023）
 山梨県後期高齢者医療広域連合　☎055-236-5671

【重　要】
　令和5年12月診療分は今回発送する医療費のお知らせには記載されず、1年後の令和7年1月
下旬に発送する医療費のお知らせに記載されます。
　そのため、医療費控除の申告手続きを行う場合は、令和5年12月診療分は領収書が必要とな
りますので、必ず保管してください。

後期高齢者医療制度に加入している皆さまへ
「後期高齢者に係る医療費のお知らせ」を発送します

70歳以上の方の「高額療養費外来年間合算」について

　11月12日、旧大和中学校体育館で福祉避難所設置・運営
訓練を実施しました。大和地区の区長および民生委員・児童
委員など25名が参加し、要配慮者の受け入れ、聞き取り演習
を行ったほか、段ボールベッド・パーテーションの設置訓練
や救急救命措置の実習も行いました。今後も災害時におけ
る要配慮者の避難支援体制の整備を進めていきます。

要配慮者の聞き取り方法などを学ぶ
福祉避難所設置・運営訓練

　11月12日、大規模災害発生時に連携して、迅速な医療救護
活動をすることを目的に、塩山市民病院、医師会、薬剤師会、消
防本部など64名が参加し、緊急医療救護所合同訓練を実施し
ました。災害で大勢の方が治療を必要とした場合において、
多くの生命を守るため、医療救護体制の整備をさらに強化し
ていきます。

災害発生時の迅速な医療救護活動に向けて
緊急医療救護所合同訓練

　松里地域を中心に生産が盛んな甲州市の「ころ柿」。古くから伝わる伝統産業を学ぼうと11月7日と9日、井尻小学校と松里小学校
の両校でころ柿集会が開催されました。また、甲州市観光協会も同4日、県内外からの参加者と一緒に柿の皮むきや軒先へつるす作
業などのころ柿づくり体験を甘草屋敷で開催しました。オレンジ色に輝く「ころ柿のカーテン」は12月中旬頃までが見ごろです。

地域の歴史と伝統をつなぐ　ころ柿づくり体験

ころ柿は12月中旬頃までが見ごろ 真剣な表情でころ柿づくりを体験（井尻小学校） どんな仕上がりになるか楽しみ（松里小学校）

　甲州市スポーツ協会はヴァンフォーレスポーツクラブとの
コラボ事業で「わくわく運動健康教室」を10月13日から毎週
金曜日に塩山体育館で開催しています。音楽に合わせて楽し
くヴァンフォーレアカデミーコーチによるヘルスアップト
レーニングを受け、楽しいひとときを過ごしています。12月
22日まで開催していますので、ぜひご参加ください。

　10月21日と22日、千葉県成田市で行われた第39回関東少
年少女ハンドボール大会において、山梨県代表の塩山ハンド
ボールスポーツ少年団（女子）が19年ぶりの準優勝となりまし
た。同少年団は1983年創部の今年で40周年という節目の年。
毎週火・金曜日に塩山市民体育館で元気に活動していますの
で、見学からでもぜひご参加ください。（小学1年～6年男女）

ヴァンフォーレスポーツクラブとのコラボ事業
わくわく運動健康教室を開催

塩山ハンドボールスポーツ少年団
関東大会準優勝

Top ics
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12月25日（月）が納期限です。
お忘れにならないようご注意ください。

●口座振替の方は、12月25日（月）に振替になりますので、
　前日までに残高をご確認ください。
●納税相談を税務課収納担当窓口にて
　随時行っています。

 税務課 収納担当　
　 ☎32-5074（内線1362）

固定資産税第３期・国民健康保険税第６期の
納期限について

 市民課 市民協働推進担当　☎32-5068

　年末は交通量の増加に伴う道路の渋滞や心理的な慌ただし
さ、飲酒の機会が増えるなど、様々な要因が重なり合って交通
事故が発生しやすくなる時期です。
　ルールとマナーを守り、交通事故防止に努めましょう。

１ 飲酒運転の根絶
２ 早めのライト点灯・ハイビームの活用の徹底と反射材使用の推進
３ 高齢者と子供の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止

●実施期間　12月1日（金）～31日（日）

年末の交通事故防止県民運動

お
知
ら
せ

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
事
業

 

山
梨
県
内
に
居
住
し
、令
和
５
年
度
分
の

自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
て
い
る
方（
軽
自
動
車
の
場
合

は
令
和
６
年
度
か
ら
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
方
を
含
む
。）、
も
し
く
は

「
リ
ー
ス
自
動
車
に
よ
る
心
身
障
害
者
自

動
車
燃
料
費
助
成
に
係
る
要
領
」に
お
い

て
助
成
対
象
車
両
と
定
め
て
い
る
自
動

車
を
利
用
し
て
い
る
方
で
、次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
心
身
障
害
者
ま
た
は
当

該
心
身
障
害
者
と
生
計
を
一
に
し
て
い

る
方
。

● 

身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
が
１
級

ま
た
は
２
級

● 

療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
Ａ
‐
１
、Ａ

‐
２
ａ
、Ａ
‐
２
ｂ
ま
た
は
Ａ
‐
３

● 

戦
傷
病
者
手
帳
に
よ
る
障
害
の
程
度
が

特
別
項
症
、第
１
項
症
ま
た
は
第
２
項
症

◎ 

助
成
対
象
と
な
る
期
間・燃
料

　 

令
和
５
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で

に
、税
の
減
免
を
受
け
た
自
動
車
ま
た
は

軽
自
動
車
も
し
く
は「
リ
ー
ス
自
動
車
に

よ
る
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成

要
申
請

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

（
国
）お
よ
び
や
ま
な
し
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金（
県
）に
つ
い
て

 

物
価
高
騰
の
影
響
を
特
に
受
け
る
低
所

得
の
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
特
別
給

付
金
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
２
月
29
日

（
木
）ま
で
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

 【
ひ
と
り
親
世
帯
】

① 

公
的
年
金
等（
遺
族
年
金
、障
害
年
金
、老

齢
年
金
、労
災
年
金
、遺
族
補
償
な
ど
）を

受
給
し
て
お
り
、令
和
５
年
３
月
分
の
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
が
全
額
停
止
さ
れ

て
い
る
方

※ 

す
で
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
と
し
て

認
定
を
受
け
て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、過

去
に
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を
し
て
い

れ
ば
、令
和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養
手

当
が
全
額
ま
た
は
一
部
停
止
さ
れ
た
と

推
測
さ
れ
る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

② 

食
費
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

家
計
が
急
変
す
る
な
ど
、収
入
が
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
と
同
じ
水

準
と
な
っ
て
い
る
方

 【
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
】

① 

令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
で
18
歳
未
満

の
児
童（
障
害
児
に
つ
い
て
は
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
る
20
歳

未
満
の
子
。
平
成
17
年
４
月
２
日（
障
害

児
の
場
合
は
平
成
15
年
４
月
２
日
）か
ら

令
和
６
年
２
月
29
日
ま
で
の
間
に
出
生

し
た
児
童
）の
養
育
者
で
以
下
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

○ 

令
和
５
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非

課
税
の
方

○ 

令
和
５
年
１
月
以
降
物
価
高
の
影
響
を

受
け
家
計
が
急
変
し
、住
民
税
非
課
税
相

に
係
る
要
領
」に
規
定
さ
れ
る
助
成
対
象

車
両
に
な
っ
た
自
動
車
ま
た
は
軽
自
動

車
で
消
費
す
る
た
め
購
入
し
た
燃
料（
１

リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
、
ガ
ソ
リ
ン
は
40
円
、

軽
油
は
18
円
）。

※ 

期
間
の
途
中
で
新
た
に
減
免
の
手
続
き

を
し
た
場
合
は
、手
続
き
を
し
た
日
の
翌

月
分
か
ら
が
対
象
期
間
で
す
。

※ 

車
の
乗
換
え
を
行
っ
た
場
合
に
は
、助
成

対
象
期
間
に
中
断
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◎ 

請
求
書
受
付
期
間
お
よ
び
方
法

● 

会
場
で
の
受
付

 

東
山
梨
合
同
庁
舎 

１
０
１
会
議
室

 

令
和
６
年
１
月
10
日（
水
）、
12
日（
金
）、

15
日（
月
）

 
笛
吹
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

会
議
室・研
修
室

 

令
和
６
年
１
月
18
日（
木
）

 

笛
吹
市
学
び
の
杜
み
さ
か
講
座
教
室

 

令
和
６
年
１
月
23
日（
火
）

 

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午

　 

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

● 

峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
で
の
受
付

 

12
月
18
日（
月
）～
令
和
６
年
２
月
９
日

（
金
）土
日
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く

※ 

郵
送
に
よ
る
受
付
期
間
も
同
様
で
す
。

　 

2
月
9
日（
金
）消
印
有
効

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
等
の
健
康

面
に
不
安
が
あ
る
方
は
、郵
送
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 「
●
持
ち
物
」の
コ
ピ
ー（
請
求
書
、
領
収

書
お
よ
び
購
入
量
計
算
書
ま
た
は
支
払

証
明
書
は
原
本
）を
必
ず
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

郵
便
料
金
が
不
足
し
た
場
合
は
受
領
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、申
請
書
類
の
不
備
が

あ
る
場
合
も
、受
付
で
き
ま
せ
ん
。

当
の
収
入
と
な
っ
た
方

● 

支
給
額【
ひ
と
り
親
世
帯
】【
ひ
と
り
親
世

帯
以
外
】共
通

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
10
万
円（
国
給
付

金
５
万
円
、県
上
乗
せ
５
万
円
）

※ 

対
象
児
童
に
つ
い
て
、重
複
し
て
支
給
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、他
市
町
村
や
甲
州

市
で
同
給
付
金
を
受
給
済
み
の
場
合
は
、

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

● 

支
給
手
続
き
に
つ
い
て【
ひ
と
り
親
世

帯
】【
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
】共
通

申
請
書
を
ご
記
入
の
う
え
、必
要
書
類
と

あ
わ
せ
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
様
式
等
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
、
子
育

て・福
祉
推
進
課
子
育
て
福
祉
担
当
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

 

子
育
て・福
祉
推
進
課 

子
育
て
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
８
１

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の
お
願
い

◎ 

相
続
人
代
表
者
の
届
出
は
お
早
め
に

 

固
定
資
産
税
は
１
月
１
日
を
基
準
日
と

し
、
固
定
資
産（
土
地・
家
屋
等
）の
所
有

者
宛
て
に
通
知
等
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、所
有
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
は
、来
年
度
の
通
知
送
付
先
の
確
認
の

た
め
、相
続
登
記
の
手
続
き
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず「
相
続
人
代
表
者
指
定
届
」の

提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
お
手
元
に

書
類
が
届
き
ま
し
た
ら
、お
早
め
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

◎ 

家
屋
を
新
築（
増
築
）し
た
方
へ

 

令
和
５
年
１
月
２
日
～
令
和
６
年
１
月

１
日
ま
で
に
家
屋
を
新
築（
増
築
）し
た

 

①
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
請
求
書
②
宛
名
に
請
求
者
名
が

記
載
さ
れ
た
領
収
書
お
よ
び
購
入
量
計

算
書
ま
た
は
支
払
証
明
書
③
身
体
障
害

者
手
帳・
療
育
手
帳・
戦
傷
病
者
手
帳
の

い
ず
れ
か（「
減
免
申
請
済
」の
押
印
が
あ

る
も
の
）④
印
鑑
、車
検
証
お
よ
び
請
求

者
名
義
の
預
金
通
帳
⑤
減
免
決
定
通
知

（
身
体
障
害
者
手
帳
等
に
減
免
の
ス
タ
ン

プ
が
押
印
さ
れ
て
い
る
場
合
は
不
要
）

● 

リ
ー
ス
自
動
車
の
方
の
持
ち
物

１ 

①
～
④
ま
で
の
書
類

２ 

自
動
車
燃
料
費
助
成
要
件
証
明
書

（
本
人
運
転
を
除
く
）

３ 

自
動
車
リ
ー
ス
契
約
書

４ 

助
成
対
象
車
両
の
直
近
の
リ
ー
ス
料
金

の
支
払
い
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
書
類

５ 

運
転
免
許
証（
本
人
運
転
の
み
）

６ 

誓
約
書（
本
人
運
転
の
み
）

● 

申
請
書
類
の
配
布
等

　 

請
求
書
お
よ
び
添
付
書
類
等
は
、
山
梨

市・
笛
吹
市・
甲
州
市
の
障
害
福
祉
担
当

課
窓
口
ま
た
は
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所・

福
祉
課
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※ 

受
付
期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い
場
合

は
、助
成
金
の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

 

峡
東
保
健
所
福
祉
課

☎
20
‐
２
７
５
０ 

℻
20
‐
２
７
５
４

〒
４
０
５
‐
０
０
０
３ 

山
梨
市
下
井
尻
１
２
６
‐
１ 

東
山
梨
合
同
庁
舎

方
に
は
、評
価
額
算
出
の
た
め
、家
屋
調

査
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

調
査
日
程
は
事
前
に
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。（
調
査
時
間
は
１
時
間
程
度
で
す
）

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎ 

家
屋
を
滅
失
し
た
方
へ

今
ま
で
建
っ
て
い
た
家
屋
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、そ
の
年

内
中
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
の
あ
っ
た
家
屋
は
、
現
地
調
査・
確

認
の
う
え
、翌
年
度
か
ら
取
り
壊
し
部
分

が
課
税
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

◎ 

太
陽
光
発
電
設
備
を
お
持
ち
の
方
へ

 

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
た
場
合
、償

却
資
産
の
課
税
対
象
と
な
り
、固
定
資
産

税
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

次
の
基
準
に
よ
り
償
却
資
産
に
該
当
す

る
場
合
は
、毎
年
１
月
31
日
ま
で
に
償
却

資
産
の
所
有
状
況
を
申
告
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

● 

太
陽
光
発
電
設
備
の
償
却
資
産

太
陽
光
パ
ネ
ル
、
架
台（
レ
ー
ル
）、
接

続
ユ
ニ
ッ
ト
、
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
、表
示
ユ
ニ
ッ
ト
、電
力
量
計
等（
工

事
費
等
も
含
む
）

※ 

太
陽
光
パ
ネ
ル
と
架
台
は
、屋
根
材
と
し

て
設
置
し
て
い
る
場
合
、家
屋
に
含
ま
れ

る
た
め
申
告
不
要
で
す
。

● 

申
告
区
分

法
人・個
人
事
業
主
は
、売
電・自
家
消
費

に
関
わ
ら
ず
償
却
資
産
の
対
象
と
な
り
、

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

個
人（
住
宅
用
）に
つ
い
て
も
、10
ｋ
ｗ
以

上
を
売
電
す
る
場
合
は
、償
却
資
産
の
対

象
と
な
り
、申
告
が
必
要
で
す
。

 

税
務
課 

資
産
税
担
当

☎
32
‐
５
０
６
５

自
然
色
ネ
ッ
ト
等
購
入
補
助
金
制
度
の

お
知
ら
せ

 

景
観
に
配
慮
し
た
自
然
色
資
材
を
購
入

し
、市
内
の
屋
外
に
設
置
し
た
方
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
果
樹

園
等
に
設
置
す
る
防
風
ネ
ッ
ト
、ブ
ル
ー

シ
ー
ト
の
購
入
や
買
い
替
え
を
計
画
し

て
い
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

● 

対
象
資
材

自
然
色
ネ
ッ
ト
、自
然
色
シ
ー
ト

● 

色
彩
に
つ
い
て

市
内
の
屋
外
に
お
い
て
、周
辺
景
観
に
な

じ
む
色
彩（
主
に
ブ
ラ
ウ
ン・グ
レ
ー・グ

レ
ー
ベ
ー
ジ
ュ
系
）の
も
の
。

※ 10YR4/1

（
マ
ン
セ
ル
値
）を「
甲
州
ブ

ラ
ウ
ン
」と
し
て
推
奨
し
て
い
ま
す
。

● 

補
助
額

購
入
費
の
50
％

（
最
大
３
万
円
ま
で・
千
円
未
満
切
り
捨

て
）

※ 

補
助
金
の
交
付
は
同
一
年
度
１
戸（
団

体
）あ
た
り
１
回
ま
で

 

令
和
６
年
２
月
29
日（
木
）ま
で
に
次
の

①
か
ら
④
の
書
類
が
資
材
購
入
前
に
必

要
と
な
り
ま
す
。

① 

補
助
金
交
付
申
請
書

（
Ｈ
Ｐ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。）

② 

設
置
場
所
位
置
図（
住
宅
地
図
写
し
等
）

③ 

資
材
購
入
見
積
書

④ 

設
置
場
所
写
真

（
２
方
面
か
ら
撮
っ
た
も
の
）

※ 

予
算
上
限
に
達
し
次
第
締
め
切
り

 

建
設
課 

都
市
計
画・ま
ち
づ
く
り
担
当

☎
32
‐
５
０
７
２

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

25 24令和 5 年 1 2 月広報こうしゅう



令
和
5
年
度

交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
中

 

加
入
者
が
交
通
災
害
に
あ
っ
た
場
合
に
、

被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
見
舞
金
が
支
給

さ
れ
る
相
互
共
済
制
度
で
す
。

掛
金
は
1
人
に
つ
き
年
間
5
0
0
円
で
、

共
済
期
間
は
4
月
1
日（
中
途
加
入
の
場

合
は
そ
の
翌
日
）か
ら
令
和
6
年
3
月
31

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

市
内
に
住
所
を
有
し
、住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の

ご
加
入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当
　

☎
32
‐
5
0
6
8

勝
沼
支
所
　
☎
44
‐
1
1
1
1 

大
和
支
所
　
☎
48
‐
2
1
1
1

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

 

12
月
13
日（
水
） 

 

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分 

　 

午
後
1
時
～
3
時
30
分 

 

市
役
所
本
庁
舎 

東
側
駐
車
場 

● 

服
用
し
て
い
て
も
献
血
可
能
な
対
処
薬 

ビ
タ
ミ
ン
剤
、血
圧
の
薬
、花
粉
症
の
薬
、

胃
腸
薬
、
高
脂
血
症
治
療
薬
、
ア
レ
ル

ギ
ー
薬
、高
尿
酸
血
症
治
療
薬

※ 

献
血
の
可
否
は
、当
日
に
検
診
医
が
最
終

的
な
判
断
を
行
い
ま
す
。 

● 

お
願
い

 

予
約
献
血
が
で
き
ま
す
。受
付
が
ス
ム
ー

ズ
と
な
り
予
約
特
典
が
貰
え
ま
す
。
献

血
W
e
b
サ
ー
ビ
ス「
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
」に

登
録
済
の
方
は
マ
イ
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約

で
き
ま
す
。
未
登
録
の
方
は
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
後
、会
員
登
録
を
し
て
か

ら
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。「
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
」

の
詳
細
は
下
記
二
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 

※ 

献
血
希
望
日
時
の
3
時
間
前
ま
で
予
約

可
能
で
す
。 

※ 

発
熱
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、献
血
を
お

断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
献

血
バ
ス
内
の
密
集
を
避
け
る
た
め
、外
で

お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

初
め
て
献
血
す
る
方
や
献
血
カ
ー
ド
を

忘
れ
た
方
は
、
本
人
確
認
書
類（
運
転
免

許
証
等
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

● 
主
催

　甲
州
市 

　 
塩
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

● 

協
力

　甲
州
市
赤
十
字
奉
仕
団 

 

健
康
増
進
課 

健
康
企
画・地
域
医
療
担
当 

☎
32
‐
5
0
1
4 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
／

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、認
知
症
の
ご
本
人

や
ご
家
族
あ
る
い
は
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
ご
家
族
が
悩
み
や
不
安
を
話
せ

る
場
で
す
。
ま
た
、地
域
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、認
知
症
や
介
護

に
つ
い
て
広
く
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ

け
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護

に
関
す
る
専
門
職
も
い
る
た
め
、介
護
や

認
知
症
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
も
で
き

ま
す
。
今
回
は
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
開
催
予
定
で
す
。「
認
知
症
の

● 

大
学
院
生（
博
士
）の
場
合 

最
大
2
9
2
万
円
支
給 

 

大
学
や
大
学
院
な
ど
の
理
学
部・工
学
部

（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
学
部
な
ど
を
含
む
）

に
在
学
す
る
学
生 

県
内
企
業
へ
就
職
希
望
で
、大
学
や
大
学

院
な
ど
の
理
学
部・
工
学
部（
こ
れ
ら
に

準
ず
る
学
部
な
ど
を
含
む
）を
卒
業
後
3

年
以
内
の
方
の
う
ち
、山
梨
県
外
の
企
業

に
就
職
し
て
い
る
方
ま
た
は
山
梨
県
内

の
企
業
を
会
社
都
合
で
離
職
し
た
方 

● 

定
員
　令
和
5
年
度
卒
業
予
定
者
お
よ

び
既
卒
者
　12
名 

令
和
6
年
度
卒
業
予
定
者
　35
名 

● 

申
込
期
限
　令
和
6
年
2
月
29
日（
木
） 

 

山
梨
県
産
業
労
働
部
労
政
人
材
育
成
課 

☎
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
5
6
7 

相
続
登
記
の
申
請

が
義
務
化
さ
れ
ま
す

 

民
法
お
よ
び
不
動
産
登
記
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
、

相
続
に
よ
り
不
動
産
を
取
得
し
た
こ
と

を
知
っ
た
日
か
ら
3
年
以
内
の
所
有
権

移
転
登
記
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
詳

細
は
お
近
く
の
法
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、登
記
の
専
門
家
で

あ
る
司
法
書
士
へ
の
相
談
も
ご
検
討
く

だ
さ
い
。 

※ 

令
和
6
年
4
月
1
日
よ
り
前
に
相
続
が

発
生
し
て
い
る
場
合
も
対
象
で
す
。 

 

甲
府
地
方
法
務
局
　

☎
0
5
5
‐
2
5
2
‐
7
1
8
6 

　 

山
梨
県
司
法
書
士
会

☎
0
5
5
‐
2
5
3
‐
6
9
0
0 

対
応
に
つ
い
て
知
り
た
い
」「
認
知
症
や

介
護
に
つ
い
て
相
談
先
を
知
り
た
い
」な

ど
認
知
症
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方
は

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
の
際
に
は
、お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

※ 

換
気
な
ど
感
染
症
予
防
対
策
を
し
な
が

ら
開
催
し
ま
す
。 

 

12
月
14
日（
木
） 

毎
月
第
2
木
曜
日 

 

午
前
10
時
～
正
午

　

● 

定
員

　20
名 

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

2
階 

第
3
会
議
室 

 

1
0
0
円（
飲
み
物・お
菓
子
代
） 

 

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
介
護
支
援
課
内
）

☎
32
‐
5
6
0
0 

社
会
福
祉
法
人
光
風
会 

光
風
園 

☎
33
‐
7
5
1
1 

男
女
共
同
参
画
川
柳
作
品
募
集 

 

日
々
の
生
活
の
中
で
見
つ
け
た
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
心
温
ま
る
出
来
事
や

感
じ
た
こ
と
、日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
な

ど
川
柳
に
し
て
思
い
を
伝
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

● 

テ
ー
マ「
家
事・育
児・夫
婦
」 

～
笑
顔
に
な
る
瞬
間
～ 

 
市
内
在
住・在
勤・在
学
の
方 

 
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
記 

入

の
上
、令
和
6
年
1
月
12
日（
金
）ま
で
に

持
参
ま
た
は
郵
便
、
F
A
X
、メ
ー
ル
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

※ 

様
式
自
由（
1
人
3
点
ま
で
応
募
可
） 

※ 

厳
正
な
審
査
を
行
い
、
入
賞
作
品（
最
優

秀
賞・優
秀
賞
）を
決
定
し
、結
果
は
入
賞

者
本
人
に
直
接
通
知
す
る
と
と
も
に
令

和
6
年
3
月
2
日（
土
）に
開
催
す
る「
男

女
で
環
に
な
り
笑
顔
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で

表
彰
お
よ
び
展
示
し
ま
す
。 

※ 

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、著

作
権・
使
用
権
等
は
当
委
員
会
に
帰
属

し
、広
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、チ
ラ
シ
等
に

掲
載
、
今
後
の
推
進・
啓
発
活
動
に
活
用

し
ま
す
。 

※ 

自
作
、未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
応

募
さ
れ
た
作
品
が
展
示
に
ふ
さ
わ
し
く

な
い
と
判
断
し
た
も
の
は
、展
示
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
、す
べ
て
を
展
示
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※ 

個
人
情
報
は
、本
事
業
の
実
施
の
み
に
使

用
し
、他
の
目
的
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ

ん
。 

 

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会 

　 

事
務
局（
市
民
課
市
民
協
働
推
進
担
当
） 

☎
32
‐
5
5
8
3
　

℻
32
‐
3
0
7
2 

　 
shim

in@
city.koshu.lg.jp 

〒
4
0
4
‐
8
5
0
1 

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
1
0
8
5
‐
1 

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集 

 

放
送
大
学
は
B
S
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。

幅
広
い
授
業
科
目
が
1
科
目
か
ら
選
べ

ま
す
。 

● 

出
願
期
間 

第
1
回

　2
月
29
日（
木
）ま
で 

第
2
回

　3
月
12
日（
火
）ま
で 

※ 

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。 

 

放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー 

　 

☎
0
5
5
‐
2
5
1
‐
2
2
3
8 

【対象となる方】 
　令和5年6月1日時点で市内に住所または事業所
を有し、農業経営を行う個人または法人であって、
給付金受給後も農業経営を継続する意思があり、次
に掲げるいずれかに該当する方。 
(1)　令和4年分の青色申告決算書（農業所得用）ま
たは収支内訳書（農業所得用）を作成し、令和4年分
の農業所得を申告している方 
(2)　直近の事業年度分の法人市民税の確定申告書
を提出している方 
(3)　令和5年中に農業経営を開始した方であって、
そのことを証する書類を提出することができる方 
(4)　前3号に類するものとして、市長が支給対象者
として特に認める方 
※市税等を滞納している方は、支給対象者となりま
せん。
●給付金の額　一律5万円 
●提出する書類 
①　支援金支給申請書兼請求書 
②　【個人】 
　令和4年分の確定申告書または住民税申告書等

（青色申告決算書（農業所得用）または収支内訳書
（農業所得用）を含む。）の写し
【法人】 
　直近の事業年度の法人市民税の確定申告書の写
しおよび当該確定申告書に係る農業経営を行って
いることを証する書類 （令和5年中に農業経営を開
始した者） 
　出荷伝票、販売伝票の写し等の農業経営を行って
いることを証する書類 
③　振込先口座が確認できる通帳等の写し 
◎金融機関名、支店番号、預金種別、口座番号、口座
名義人が記載されている箇所 

【申請締切】 　令和6年2月29日（木）まで 

申請書類等は、農林振興課または、勝沼支所・大和支
所に用意してあります。また、市ホームページから
もダウンロードできます。 
※JAフルーツ山梨のご協力により、組合員の方には
JA配布物と一緒に申請書類を配布しました。 

農業者支援給付金のご案内 
　原油価格や農業生産資材等の価格が高騰したことにより影響を受けた農業者(個人または法人)を
支援するため給付金の支給を行います。 

 農林振興課　　☎32-5092

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

お
よ
び
補
助
員
を
募
集 

 

子
ど
も
の
保
育
に
関
す
る
こ
と
に
興
味

が
あ
る
方
で
、お
お
む
ね
60
歳
く
ら
い
ま

で
の
方 

 

塩
山
勝
沼
大
和
地
区
の
各
児
童
ク
ラ
ブ 

 

午
後
1
時
～
7
時 

※ 

土
曜・長
期
休
暇
中
等
は
午
前
8
時
～
午

後
7
時（
う
ち
7
時
間
45
分
） 

● 

休
日
等
　日・祝
祭
日
、年
末
年
始 

　（土
曜
日
勤
務
の
な
い
ク
ラ
ブ
あ
り
） 

● 

そ
の
他 

時
給
制

（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
） 

※ 

勤
務
時
間
は
、各
児
童
ク
ラ
ブ
で
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※ 

補
助
員
は
、支
援
員
が
休
暇
等
で
欠
員
が

出
た
場
合
で
す
。 

※ 

支
援
員
は
、県
で
実
施
し
て
い
る
研
修
に

参
加
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

子
育
て・福
祉
推
進
課 

　 

子
育
て
福
祉
担
当 

☎
32
‐
5
0
8
1 

製
造
業
へ
就
職
者
の
奨
学
金
返
済

の
補
助
に
つ
い
て 

 

県
内
の
機
械
電
子
産
業
の
企
業
に
就
職

す
る
方
に
対
し
、日
本
学
生
支
援
機
構
第

一
種
お
よ
び
第
二
種
奨
学
金
の
返
済
金

を
補
助
し
ま
す
。 

● 

補
助
金
額 

日
本
学
生
支
援
機
構（
第
一
種・第
二
種
）

奨
学
金
被
貸
与
額
の
卒
業
前
2
年
分（
既

卒
者
は
卒
業
前
2
年
分
の
返
済
残
額
） 

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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 市民課 市民協働推進担当　☎32-5068

　クーリング・オフを知っていますか？クーリング・オフ制度とは、特定の取引により商品の購入を行ってから一定の
期間内であれば契約を解除できる制度です。訪問業者やクレジット会社に書面等で通知することで支払った代金は
返金されます。
〇クーリング・オフの期間について
　クーリング・オフ制度では、できる取引とできない取引があ
ります。例えばネットショッピングなどの通信販売や店舗
での契約は基本的にはクーリング・オフができません。また、
クーリング・オフを行える取引でも下記のとおり期間が決まっ
ています。

〇クーリングオフの手続き
　クーリング・オフの手続きは、はがきや電子メール、FAXや
USB等の電磁的記録により相手先に通知をします。

期間 取　引

8日間

訪問販売
（キャッチセールス・アポイントメントセールス）
電話勧誘販売
特定継続的役務提供

（一定期間を超え一定金額を超える
 エステティックサロン、語学教室等）
訪問購入（いわゆる訪問買取）

20日間
連鎖販売取引（マルチ商法）
業務提供誘引販売取引（内職商法・モニター商法）

　通知には、「契約年月日、商品名、契約金額、販売会社と担当名、「返金し商品を引き取ってください」というような要望、年月日
と自分の名前、住所など必要事項を記入しましょう。また、郵便を出す前は必ず両面のコピーをとって控えておきましょう。簡
易書留か特定記録で出すと安心です。さらに、クレジット契約をした場合は、クレジット会社にも同様の通知を出しましょう。
　クーリング・オフ制度が利用できるかどうか、書き方や手続き方法がわからないといった場合はぜひ、お近くの消費生活相談
窓口や消費生活センターへご連絡、ご相談ください。

契約解除通知書
①申込日（または契約日）
　○○年○月○日
②商品名（またはサービス名）
③金額　○○○○円
④販売店　株式会社○○○○
⑤販売員氏名　○○　○○○
上記日付の申し込みを撤回（ま
たは契約を解除）します。

（※預かっている商品を早急に
お引き取りください）

（※既払金○○○○円は至急返
金してください）

○○年○月○日

はがきの裏面

※郵便に出す前にコピーを
とっておきましょう！

○
○
○
○
○
○
○

株
式
会
社
○
○
○
○

　
　
　
　
代
表
者
様

　
　
　
　
・
住
所
　・
電
話
番
号

　
　
　
　
・
契
約
者
氏
名

簡
易
書
留

特
定
記
録

知っていますか、クーリング・オフ制度

ご
存
じ
で
す
か

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

 

山
梨
県
内
で
は
、３
カ
所
の
法
務
局
で
あ

な
た
が
作
成
し
た
自
筆
証
書
遺
言
書
を

お
預
か
り
し
ま
す
。
法
務
局
に
預
け
る

こ
と
で
、遺
言
書
の
紛
失
、第
３
者
に
よ

る
破
棄
や
改
ざ
ん
を
防
止
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
大
切
な
財
産
や
あ
な
た
の

思
い
を
ご
家
族
へ
確
実
に
託
す
方
法
の

一
つ
と
し
て
、ぜ
ひ
本
制
度
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

※ 

保
管
手
続
き
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

 

甲
府
地
方
法
務
局
供
託
課（
遺
言
書
保
管
）

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
１
５
１（
代
）

 

甲
府
地
方
法
務
局
鰍
沢
支
局（
総
務
係
）

☎
０
５
５
６
‐
２
２
‐
０
１
４
８

 

甲
府
地
方
法
務
局
大
月
支
局（
総
務
係
）

☎
０
５
５
４
‐
22
‐
０
７
９
９

建
設
業
退
職
金
共
済（
建
退
共
制
度
）の

お
知
ら
せ

 

建
退
共
制
度
は
、中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
、建
設
現
場
の
労
働
者
の
福

祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業

の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退

職
金
制
度
で
す
。
事
業
主
の
方
々
が
労

働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な

る
共
済
証
紙
ま
た
は
退
職
金
ポ
イ
ン
ト

を
積
み
立
て
、そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界

で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か

ら
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
退
職
金
制
度

で
す
。
電
子
申
請
方
式
が
便
利
で
す
。

 

建
退
共
山
梨
県
支
部

☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
４
４
２
１

要
予
約
・
無 

料

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

 

年
金
請
求
手
続
き
、年
金
受
給
者
の
死
亡

に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入・
納
付
記

録
の
確
認
や
年
金
額
の
計
算
な
ど

 

12
月
21
日（
木
）

 

午
前
の
部
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　 

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
４
時

 

山
梨
市
役
所

 

基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の（
年

金
手
帳
、年
金
証
書
等
）お
よ
び
本
人
確

認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
代
理
人
の
方
が
お
越
し
の
場

合
は
、委
任
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認
書

類
が
必
要
で
す
。

 

甲
府
年
金
事
務
所

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

要
予
約
・
無 

料

無
料
法
律
相
談

 

12
月
15
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
５
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室

 

甲
州
市
民

● 

定
員
７
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※ 

12
月
５
日（
火
）午
前
８
時
30
分
か
ら
14

日（
木
）ま
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※ 

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、ご
利
用
は
原
則
、年
度
内
１

回
限
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

相

　談

予
約
不
要
・
無 

料

合
同
相
談

 

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
行
政
、人
権
、家
庭
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

12
月
14
日（
木
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室

 
甲
州
市
民

 
市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

予
約
不
要
・
無 

料

勝
沼・大
和
地
域
行
政
相
談

 

行
政
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、行
政
相
談

委
員
が
身
近
な
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

12
月
15
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー 

２
階 

会
議
室
Ａ

 

甲
州
市
民

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

予
約
不
要
・
無 

料

消
費
生
活
相
談

 

消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル（
電
話
詐
欺
や
架
空
請
求
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
等
）の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
困
り
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、「
や
ま
な
し
県
央
連
携
中

枢
都
市
圏
」の
取
り
組
み
と
し
て
、市
内

に
お
住
い
の
方
も「
甲
府
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
」を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

 

甲
州
市
民
、山
梨
市
民

◎ 

甲
州
市
会
場

 

12
月
６
日（
水
）／
13
日（
水
）／

　 

20
日（
水
）／
27
日（
水
）

 

市
役
所
本
庁
舎 

１
階

相
談
室（
市
民
課
内
）

◎ 

山
梨
市
会
場

 

12
月
５
日（
火
）／
12
日（
火
）／

　 

19
日（
火
）／
26
日（
火
）

 

山
梨
市
役
所

◎ 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

月
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
水
曜
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

 

甲
府
市
役
所
本
庁
舎 

４
階

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

 

山
梨
市 

商
工
労
政
課 

商
工
労
政
担
当

☎
22
‐
１
１
１
１

 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
５
３
０
９

予
約
不
要
・
無 

料

12
月
４
日
～
10
日
は「
人
権
週
間
」

特
設
人
権
相
談
所
開
設

 

人
権
擁
護
委
員
が
い
じ
め
、親
族
間
ト
ラ

ブ
ル
、差
別
、配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、児
童

虐
待
、ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
人
権
に
か
か
わ

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

12
月
４
日（
月
）

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室

 

甲
州
市
民

※ 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

要
予
約
・
無 

料

も
の
忘
れ
相
談

 

最
近
も
の
忘
れ
し
や
す
く
な
り
心
配
な

方
や
、気
に
な
る
症
状
が
出
て
き
た
家
族

へ
の
対
応
方
法
な
ど
、日
下
部
記
念
病
院

の
認
知
症
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

12
月
15
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～

 

市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

市
民
会
議
室
Ｂ

 

12
月
12
日（
火
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※ 

毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

 

介
護
支
援
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
５
６
０
０

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

 

「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障
害

者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
べ

き
か
？
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
を
配
置
し
て
お
り
、助
言
や

情
報
提
供
、関
係
者
間
の
調
整
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５
　

℻
20
‐
６
１
６
７

広報こうしゅう　80mm×50mm

TEL:055-288-1038結婚相談所 ムスベル結婚相談所 ムスベル

独身のお子様の結婚支援・孤立化対策独身のお子様の結婚支援・孤立化対策

うちの子  「結婚」しないのかしら?うちの子  「結婚」しないのかしら?

「孫の顔を見れないかも」「結婚する気がなさそう」
「自分たちがいなくなった後が心配」
そんな不安に仲人が親身に対応します。

お気軽にお問い合せ下さい。

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

相

　談

相

　談

お
知
ら
せ

市
外
局
番
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0
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5
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要
予
約
・
無 

料

あ
ん
し
ん
相
談

 

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、家

族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

い
な
ど
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
中
心
と
し

た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

随
時
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

来
所
を
基
本
と
し
ま
す
が
、ご
事
情
に
よ

り
訪
問
等
の
対
応
も
行
い
ま
す
。
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

そ
の
他
　
保
健
師
、社
会
福
祉
士
、精
神

保
健
福
祉
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
に
よ

り
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、必
要
と
判
断
さ

れ
た
場
合
に
は
精
神
科
医
師
の
対
応
も

可
能
で
す
。

※ 

精
神
科
等
の
医
療
機
関
の
紹
介
を
目
的

と
し
た
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

　 

☎
32
‐
０
２
８
５
　
℻
20
‐
６
１
６
７

予
約
不
要
・
無 

料

「
新
規
就
農
相
談
会
in
や
ま
な
し
」の

お
知
ら
せ

 

山
梨
県
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
就

農
支
援
制
度
や
研
修
等
の
紹
介
の
ほ
か
、

指
導
農
業
士
お
よ
び
青
年
農
業
士
に
よ

る
自
営
就
農
に
つ
い
て
の
相
談
や
県
内

の
農
業
生
産
法
人
等
に
よ
る
雇
用
就
農

に
つ
い
て
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

 

令
和
６
年
１
月
７
日（
日
）

 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

山
梨
県
庁 

防
災
新
館 

１
階

要
予
約

２
０
２
３
勝
沼
フ
ッ
ト
パ
ス・

ウ
ェ
ル
カ
ム
ツ
ア
ー
国
宝
大
善
寺
と

柏
尾
の
里
を
歩
く

 

国
宝
大
善
寺
と
周
辺
の
柏
尾
地
区
を
め

ぐ
る
フ
ッ
ト
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。
初

冬
の
甲
州
街
道・柏
尾
の
里
を
市
民
ガ
イ

ド
と
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

12
月
10
日（
日
）

 

午
前
９
時
30
分
～
正
午
頃

　 （
受
付：午
前
９
時
～
）

※ 

昼
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ー
ル
後
、
解

散
と
な
り
ま
す
。
お
茶
や
ジ
ュ
ー
ス
の

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

 

大
善
寺
山
門
前

※ 

駐
車
場
あ
り

※ 

勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
か
ら
送
迎
あ
り

● 

定
員
　
50
名（
先
着
順
）

 

１
人
５
０
０
円（
拝
観
料・資
料
代
等
、小

学
生
以
下
無
料
）

 

12
月
７
日（
木
）ま
で
に
電
話・F
A
X
、

ま
た
は
申
込
書
持
参（
郵
送
）で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
電
車
の
方
は
到
着
時

間
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

 

あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会

（
甲
州
市
観
光
商
工
課
内
）

☎
32
‐
１
０
０
０

　 （
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

 

勝
沼
フ
ッ
ト
パ
ス
の
会
事
務
局

　 

担
当：三
森

☎
０
９
０
‐
４
３
８
２
‐
２
５
３
７

　 （
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
）

　 

甲
府
駅
南
口
か
ら
徒
歩
５
分

※ 

駐
車
場
も
あ
り
ま
す
。

 

山
梨
県
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
５
７
４
７

 

山
梨
県
農
政
部
担
い
手・農
地
対
策
課

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
６
２
１

要
予
約

相
続
登
記
の
無
料
相
談
会

 

司
法
書
士
が
、
相
続
や
会
社
関
係
の
登

記
、土
地・建
物
の
名
義
変
更
、遺
言
、成

年
後
見
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 
12
月
22
日（
金
）　

 

街
の
駅
や
ま
な
し

 
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

※ 

相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
40
分
以
内

※ 

書
類
の
作
成
指
導
等
は
行
い
ま
せ
ん
。

※ 

初
め
て
の
ご
相
談
に
限
り
ま
す
。

 

山
梨
県
司
法
書
士
会
　

　 

相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー

　 

☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

要
予
約
・
無 

料

法
律
扶
助
の
日

無
料
法
律
相
談
会

 

法
律
扶
助
の
日（
１
月
24
日
）を
記
念
し

て
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
司
法

書
士
、弁
護
士
が
離
婚
、相
続
、土
地
、建

物
の
賃
貸
借
交
通
事
故
等
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

令
和
６
年
１
月
27
日（
土
）

 

午
後
１
時
15
分
～
４
時
45
分

要
予
約

第
17
回
ま
ほ
ろ
ば

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

 

第
１
部
は
、
プ
ロ
が
奏
で
る
ス
タ
イ
ン

ウ
ェ
イ
の
ピ
ア
ノ
の
響
き
。
第
２
部
は

ピ
ア
ノ
１
台
＆
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
２
本
に

よ
る
ユ
ニ
ッ
ト・ス
テ
ー
ジ
で
す
。
素
敵

な
音
色
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

● 

第
１
部
　
八
谷 

晃
生（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

● 

第
２
部
　
Ａ
ｒ
ｃ
ｏ
Ｉ
ｒ
ｉ
ｓ

（
八
谷 

晃
生
と
２
人
の
女
性
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
に
よ
る
ユ
ニ
ッ
ト
）

 

12
月
10
日（
日
）

 

午
後
１
時
30
分
開
場 

午
後
２
時
開
演

 

大
和
ふ
る
さ
と
会
館
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル

 

１
席
２
︐０
０
０
円

（
中
学
生
以
下
１
︐０
０
０
円
）

● 

定
員
　
１
６
５
席

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

よ
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式（
ド
リ
ン
ク・

オ
ー
ド
ブ
ル
）は
行
い
ま
せ
ん
。

 

ま
ほ
ろ
ば
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会（
大
和
ふ
る
さ
と
会
館
内
）　

☎
48
‐
２
９
２
１

一
之
瀬
高
橋
の
春
駒（
山
梨
県
指
定
文

化
財
）開
催
に
つ
い
て

 

１
月
６
日（
土
）午
後
５
時
～（
予
定
）

 

山
梨
県
立
博
物
館

※ 

今
年
度
は
甘
草
屋
敷
で
の
春
駒
の
公
演

は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
担
当

☎
32
‐
５
０
７
６

 

山
梨
県
弁
護
士
会
館

 

12
月
11
日（
月
）以
降
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
平
日
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
）

※ 

相
談
方
法
は
面
談
の
み
で
す
。

※ 

相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。
要
点
を

ま
と
め
て
予
約
時
間
の
５
分
前
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※ 

当
日
、駐
車
場
の
用
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

主
催

　 

山
梨
県
弁
護
士
会・
山
梨
県
司
法
書
士

会・ 

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

 

山
梨
県
弁
護
士
会

　 

☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
７
２
０
２

イ
ベ
ン
ト

打
ち
上
げ
ま
す 

観
光
商
工
活
気
づ
け
花
火 

 

甲
州
市
観
光
商
工
振
興
協
議
会
で
は
、本

市
観
光
業
お
よ
び
商
工
業
の
活
気
づ
け

と
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
空
に
花
火
の

打
ち
上
げ
を
行
い
ま
す
。 

塩
山・勝
沼・大
和
の
各
地
域
で
、冬
の
夜

空
の
大
輪
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 
12
月
24
日（
日
） 

 
午
後
7
時
～（
15
分
程
度
） 

 

塩
山
地
域
　
熊
野
橋
付
近 

　 

勝
沼
地
域
　
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
付
近 

　 

大
和
地
域
　
大
和
ス
ポ
ー
ツ
広
場 

 

甲
州
市
観
光
商
工
振
興
協
議
会
事
務
局 

（
甲
州
市
役
所
観
光
商
工
課
内
） 

☎
32
‐
1
0
0
0 

凍結させないために…
 屋外にある蛇口に保温材や電熱線を巻くなど、水
道管を保温しましょう。

 メーターボックス内に保温材（布切れや発泡スチ
ロールを濡れないようにビニール袋に入れたも
の）を詰めて、メーター器を保温しましょう。

 長期間不在になるときは、水抜き栓を操作して水
道管の中の水を抜きましょう。

 対策ができないときは、少量の水を出すことで凍
結防止ができます。（水量に応じて水道料金も増
加しますので、ご注意ください）

もし凍結してしまったら…
 水道管が凍結・破損したときは、甲州市指定水道工事
業者に修理を依頼してください。（工事業者一覧表は、
甲州市ホームページをご覧ください）

凍結から水道管を守りましょう!

 上下水道課　☎32-5077

熱湯をかけると、水道管が破損する危険あり！

『エルコスの祈り』
劇 団 四 季 フ ァ ミ リ ー ミ ュ ー ジ カ ル

日　時 	 12月24日（日）
	 午後4時開演（午後3時15分開場）
会　場 	 甲州市民文化会館	ホール
入場料 	 S席5,000円・A席4,000円・B席3,000円
	 （3歳以上有料／2歳以下の着席鑑賞は有料）

販売場所 	 甲州市民文化会館（甲州市中央公民館）窓口
	 空席状況は甲州市HPで確認できます。
	 県内で唯一の劇団四季ツアー公演となります。
	 早めのお申し込みをお待ちしております。

販売時間 	 午前9時～午後5時（月曜・休館日を除きます）
	 ※チケット購入は、一人5枚まで

※本公演は急遽公演の中止や詳細が変更になる場
合がございます。予めご了承ください。

無料シャトルバスについて
公演当日は以下のとおり無料シャトルバスを運行
予定です。駐車場および周辺道路は大変混雑しま
すので、ぜひご利用ください。
・塩山駅南口→市民文化会館（午後2時～3時45分）
・市民文化会館→塩山駅南口（午後6時～7時）

〈主催・お問合せ先〉 甲州市教育委員会 生涯学習課 公民館担当（甲州市民文化会館）　☎32-1411

絶 賛 発 売 中！

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

相

　談

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

31 30令 和 5 年 1 2 月広報こうしゅう



講
座
・
教
室

要
申
込
・
無 
料

肺
活
量
と
体
幹
U
P
！

「
ボ
イ
ト
レ
×
ヨ
ガ
」講
座 

 

ヨ
ガ
の
基
本
姿
勢
や
呼
吸
法
、瞑
想
な
ど

の
レ
ッ
ス
ン
を
体
験
し
ま
す
。
ま
た
、ボ

イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
肺
活
量
と

発
声
力
向
上
を
図
り
ま
す
。 

※ 

い
ず
れ
か
の
講
座
を
選
択
し
参
加
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。 

「
ヨ
ガ
」講
座 

 

1
月
20
日（
土
） 

、2
月
10
日（
土
）

 

午
前
9
時
30
分
～
10
時
20
分 

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

2
階 

第
2
会
議
室 

● 

定
員
　
10
名（
抽
選
） 

● 

講
師
　
高
木
み
ど
り
氏（
Y
O
G
A
空
主
宰
） 

 

飲
み
物（
水
分
補
給
用
）、フ
ェ
イ
ス
タ
オ

ル
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、動
き
や
す
い
服
装 

「
ボ
イ
ト
レ
講
座
」 

 

1
月
20
日（
土
）、2
月
10
日（
土
） 

 

午
前
10
時
30
分
～
正
午 

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

2
階 

大
会
議
室 

● 

定
員
　
20
名（
抽
選
） 

● 

講
師
　
近
藤
愛
氏（
音
楽
教
室

A
m
o
u
r 

M
u
s
i
c
a
s
a
主
宰
） 

 

飲
み
物（
水
分
補
給
用
）、フ
ェ
イ
ス
タ
オ

ル
、動
き
や
す
い
服
装 

 

い
ず
れ
の
講
座
も
市
内
在
住・在
勤
の
方

（
小
学
3
年
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
） 

● 

そ
の
他
　  

 

12
月
5
日（
火
）～
20
日（
水
）ま
で
に
電

話
ま
た
は
市
民
文
化
会
館
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜・休
館
日
を
除

要
申
込

甲
州
市
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

◎ 

1
月
の
活
動 

 

ス
キ
ー
教
室 

 

1
月
27
日（
土
） 

 

午
前
7
時
45
分
集
合・受
付 

（
午
後
5
時
30
分
解
散
予
定
） 

※ 

状
況
に
よ
り
内
容
の
変
更
ま
た
は
中
止

の
場
合
あ
り 

● 

実
施
場
所 

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ス
キ
ー
バ
レ
ー
野
辺
山 

● 

集
合・解
散
場
所 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

 

市
内
在
住
の
小
学
校
4
年
生
～
6
年
生 

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
） 

※ 

参
加
希
望
者
6
名
以
下
の
場
合
は
中
止 

 

5
︐0
0
0
円（
事
前
徴
収
。
レ
ン
タ
ル

す
る
場
合
は
別
途
追
加
料
金
必
要
） 

 

ス
キ
ー
セ
ッ
ト（
板・
ブ
ー
ツ・
ス
ト
ッ

ク
）2
︐0
0
0
円 

 

小
物
セ
ッ
ト（
帽
子・
ゴ
ー
グ
ル・
手
袋
）

1
︐5
0
0
円 

 

ウ
ェ
ア
セ
ッ
ト
2
︐0
0
0
円 

※ 

甲
州
市
民
文
化
会
館
1
階
窓
口
へ
、令
和

6
年
1
月
12
日（
金
）～
24
日（
水
）の
間

に
お
支
払
い
く
だ
さ
い（
土・日・祝
日
を

除
く
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）。 

 

ス
キ
ー
ウ
ェ
ア（
着
用
し
て
行
っ
て
も
よ

い
）、帽
子
、手
袋
、ゴ
ー
グ
ル
、飲
み
物
、

着
替
え（
下
着
等
）、お
や
つ
、タ
オ
ル
、ハ

ン
カ
チ
、テ
ィ
ッ
シ
ュ
、ご
み
袋
、ス
キ
ー

用
具
一
式（
レ
ン
タ
ル
し
な
い
方
）、酔
い

止
め（
必
要
な
方
） 

 

申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
F
A
X
、

メ
ー
ル
、ま
た
は
甲
州
市
民
文
化
会
館
窓

口
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申

く
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

　 

抽
選
結
果
は
当
選
さ
れ
た
方
へ
12
月
22

日（
金
）に
連
絡
し
ま
す
。

※ 

落
選
し
た
方
に
は
連
絡
し
ま
せ
ん
。 

※ 

同
日
よ
り
L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム
で
も
お

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当 

☎
32
‐
1
4
1
1 

要
予
約

令
和
5
年
度
農
業
経
営

改
善
セ
ミ
ナ
ー 

開
催
の
お
知
ら
せ 

 
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
深

刻
化
す
る
中
で
、農
業
の
経
営
継
承
に
つ

い
て
は
、経
営
資
源
の
有
効
活
用
や
技
術

継
承
等
の
点
で
喫
緊
の
課
題
で
す
。
農

業
経
営
者
等
を
対
象
に
、研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。 

 

12
月
22
日（
金
） 

 

午
後
1
時
30
分
～
5
時 

 

山
梨
県
立
博
物
館 
生
涯
学
習
室 

● 【
基
調
講
演
】 

「
み
ん
な
で
世
代
交
代
の
話
を
し
よ
う
」 

 

講
師
　
伊
東
悠
太
郎
氏（
事
業
継
承
士
） 

● 【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】 

「
経
営
継
承
に
つ
い
て
考
え
る
」 

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
藤
原
範
夫
氏 

（
中
小
企
業
診
断
士
） 

 

パ
ネ
リ
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 甲州市民文化会館（甲州市中央公民館） ☎32-1411

「ザ・スーパーマリオブラザーズ・ムービー」
新年お年玉映画上映会 

「家庭の日・青少年を育む日」啓発作品の入賞が決まる 

◆日時・会場 
　1月13日（土）　開演14：00（開場13：15） 
　甲州市民文化会館　ホール ※開演10分前のご入場をお願いします。 

◆定員　500名（全席自由） 
◆入場料　無料（入場整理券が必要です） 
◆受付開始　12月13日（水）午前9時～ 
◆窓口でのお申し込み 
○甲州市民文化会館 
　 ※午前9時～午後5時。（月曜、休館日を除く。） 
　 ※入場整理券は1人につき5枚までです。 
◆LoGoフォームでのお申し込み
　入場整理券は不要です。受付時にお名前を確認します。
◆その他 
　受付は甲州市内在住者のみに限らせていただきます。 
　（お申し込みの際、市内に在住を証するものが必要です。） 
　定員になり次第、受付を終了いたします。 

主催　甲州市教育委員会（生涯学習課 公民館担当） 
協賛　塩山シネマ　 

審査結果 
〈ポスター〉
小学校低学年の部 
市長賞　　　　　塩山南小1年　中根奏太 
教育長賞　　　　　神金小3年　服部愛鈴子 
市民会議会長賞　奥野田小3年　雨宮詩 

小学校高学年の部 
市長賞　　　　　　菱山小5年　三森咲奈 
教育長賞　　　　　勝沼小6年　平井愛結花 
市民会議会長賞　　井尻小6年　榎本鈴 

中学校の部 
市長賞　　　　　　勝沼中1年　柴田結佳 
教育長賞　　　　　勝沼中1年　清水晴 
市民会議会長賞　　勝沼中1年　石田萌々華 

〈作文〉 
小学校低学年の部 
市長賞　　　　　塩山南小1年　相澤沙映 
教育長賞　　　　塩山南小3年　高木心望 
市民会議会長賞　　大藤小2年　河野乃華 

甲州市民文化会館主催・新年お年玉企画として、全世界で約2000億円もの興行成績を収めた大ヒット映画「ザ・
スーパーマリオブラザーズ・ムービー」を無料上映します。今回の上映に限り、“5.1ch”仕様による、大迫力の映
像と音響空間をご体感ください！ 

（2023年製作／上映時間：94分／審査区分：Ｇ／アメリカ・日本合作）
 ※音響仕様は変更となる場合がございます。 

　青少年育成甲州市民会議では、毎月第1日曜日の「家庭の日」および毎月第3日曜日の「青少年を育む日」の啓発ポスター・作
文・標語・写真の募集を、児童・生徒の夏休みの課題として市内小中学校に依頼しました。市内の全小中学校から863作品の応
募があり、9月22日（金）に甲州市民文化会館において、市民会議役員・理事・監事による作品審査会を行いました。厳正な審査
による入賞作品は、次のとおりです。 
　市長賞、教育長賞、市民会議会長賞の3賞については、11月15日の青少年健全育成推進甲州市民集会の席上で表彰式を行い
ました。また、4部門の各市長賞受賞者11名には、作品紹介もしてもらいました。 
　なお、3賞入賞のポスターについては青少年育成山梨県民会議に出品しました。

（C） 2023 Nintendo and Universal Studios. All Rights Reserved.

小学校高学年の部 
市長賞　　　　　　大和小6年　佐藤拓磨
教育長賞　　　　塩山南小5年　上野優弦 
市民会議会長賞　塩山南小5年　堀井琴音 

中学校の部 
市長賞　　　　　　松里中2年　雨宮萌杏 
教育長賞　　　　　松里中2年　広瀬千苗 
市民会議会長賞　　勝沼中1年　井上賀己子 

〈標語〉 
小学校低学年の部 
市長賞　　　　　　神金小3年　八木葵 

「いつもある みんなのえがお うれしいな」 
教育長賞　　　　　勝沼小3年　田口稔梨

「しあわせは かぞくからの おくりもの」 
市民会議会長賞　　大藤小2年　内藤万葉

「おやすみで あしたのいいこと ふえるかな」 

小学校高学年の部 
市長賞　　　　　　井尻小5年　小林光里

「スマホやめ 家族の時間 大切に」 

教育長賞　　　　　神金小6年　小野夢奈
「ありがとう 感謝を伝え みな笑顔」 
市民会議会長賞　　神金小4年　百瀬花

「あいさつは 心をつなぐ たからもの」 

中学校の部 
市長賞　　　　　塩山中1年　雨宮莉奈 

「辛いとき 家族の支えで 前を向く」 
教育長賞　　　　勝沼中2年　古屋瑠偉

「おかえりと 言ってもらえる ぼくの場所」 
市民会議会長賞　塩山中1年　菊島唯人

「一日を『ありがとう』の気持ちで締めくくろう」 

〈写真〉 
小学校低学年の部 
市長賞　　　　塩山南小3年　中村日々渡
教育長賞　　　　　祝小3年　齋藤瑚乃夏 

小学校高学年の部 
市長賞　　　　　勝沼小6年　若尾粋 
教育長賞　　　　勝沼小4年　磯野佑斗 
市民会議会長賞　勝沼小5年　三谷宗大 
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☎22-0110日下部警察署 INFORMATION

Y A M A N A S H I  P O L I C E

年末年始における犯罪被害の防止
　例年、年末年始は空き巣、忍込み等の窃盗事件や金融機関、コンビニ等を対象とし
た強盗事件、電話詐欺等、大切な財産を狙った犯罪の発生が懸念されます。
　県警察では、こうした犯罪の発生を防止するため、本年も12月中旬から「年末・年
始特別警戒取締り」を実施します。
・ちょっとした外出時に自宅の鍵を掛け忘れてはいませんか？
・防犯機器の点検や緊急時の通報の確認はできていますか？
・電話でお金の話が出てくる不審な電話はかかってきていませんか？
　年末は何かと慌ただしくなりがちです。日常生活に隙が生じないように家庭や職場、さらには地域ぐ
るみで自主防犯意識を高め、犯罪の被害に遭わないように心掛けましょう。

年末の交通事故防止県民運動 12月1日（金）～31日（日）
「守るのは マナーと家族と 君の明日」
　年末は、道路の混雑が予想されることや、通勤（学）時間帯と薄暮時間帯が重なることなどから、歩行者
事故を中心に、交通事故が増加する傾向にあります。
　また、飲酒する機会の増加に伴う飲酒運転による重大事故の発生が懸念されます。県民の皆さん、交
通ルールの遵守と正しいマナーを実践し、安全で快適な交通環境づくりを推進しましょう。

警察署等の行政窓口の受付時間を試行的に変更しています。
変更後の受付時間　午前9時～午後4時

事件・事故の届出、警察安全相談、遺失物・拾得物の届出は従来どおり24時間対応します。
県民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

令和6年「甲州市2
はたち

0歳の出
たびだち

発」

 生涯学習課 社会教育担当　☎32‐5097　FAX32-3391

日　時　令和6年1月7日（日）　受付：午後0時30分～／開式：午後1時30分

会　場　甲州市民文化会館 ホール（山梨県甲州市塩山上塩後240番地）

対象者　平成15年4月2日～平成16年4月1日生まれの方
※状況により、内容の変更または中止となる場合があります。

　令和6年「甲州市2
はたち

0歳の出
たびだち

発」を次のとおり開催します。対象者の皆さまに
は、はがきによる案内状を送っています。※案内状が届いていない方はご連絡ください。

対象者の皆さまは案内状に記載してあるLoGoフォームにて応募してください。 ※締切は12月7日（木）

20歳の出発のしおりに掲載する「20歳としての決意」や

「20歳になって思うこと」、「20歳になっての抱負」などの一言募集中 !
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〈期　間〉　2月4日（日）まで

〈時　間〉　午前9時30分～午後4時

〈会　場〉　甘草屋敷子ども図書館

甘草屋敷子ども図書館 第76回企画展

「にんじゃの蔵」開催中！

市内4図書館年末年始休館のお知らせ

※AV資料（ビデオ･CD･DVD）・市外からお取り寄せの資料は開館時に借りた館のカウンターへの返却をお願いします。
※休館中の本の返却はブックポストへお願いします。
(できるだけ開館時の返却にご協力ください。また、甘草屋敷子ども図書館には返却ポストはありませんのでご了承くだ
さい。)

図書館では木曜日午前10時30分から乳幼児向けの
おはなし会を行っています。
※塩山図書館きしゃぽっぽのみ12月は水曜日になります。

第1木曜　絵本くらぶ ちびっこおはなし会
〈会　場〉　甘草屋敷子ども図書館
第2木曜　かるがもおはなし会

〈会　場〉　大和図書館
第3木曜　おはなしぷーさん

〈会　場〉　勝沼図書館
第4水曜　きしゃぽっぽ

〈会　場〉　塩山図書館
読み聞かせだけでなく、手遊びやわらべ歌、パネル
シアターなど、各館工夫を凝らし楽しめる内容に
なっています。
途中で泣いてしまったり、座っていられなくても大
丈夫です。お気軽にお出かけください。お申し込
みは不要です。時間までにお越しください。

市内定例おはなし会

※会場入り口にて受付をします。小学生以下は保護者同伴
でお願いします。【申し込み不要】

〈日　時〉　1月6日（土）午後2時～

 「トムとジェリー」
 7日（日）午後2時～

 「はたらく細胞」
〈会　場〉　勝沼図書館 視聴覚室

勝沼図書館

新春映画会

市内図書館

「本の福袋」貸出し
新春1月5日は図書館詣でへ！恒例の福袋貸し出し開催します。「テーマ」に沿って
職員が本を選び本の福袋を作ります。どんな本が入っているかは借りてからの
お楽しみです。普段自分では選ばない本たちと出合うチャンスです。今年も福
のこもった特製おみやげ付きです。お楽しみに！各館、福袋がなくなり次第終了
です。数に限りがありますので、お早めにお出かけください。

1月5日（金）午前10時～（※甘草屋敷子ども図書館のみ9時30分～）

写真は昨年の様子

写真は昨年の様子

勝沼・塩山・大和・甘草　12月28日(木)～令和6年1月4日(木)
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春に田植え、秋に稲刈りをし、
収穫の喜びを感じながら、
炊き立ての新米を自分たちの手で握り、
味わいました。
（ヴェスタ甲州稲作体験「試食会」：玉宮地区平沢地内）
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人口と世帯

選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業 97年 昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00
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『おおむかしの人の絵作品展』　
●会期／12月11日（月）まで　●会場／釈迦堂遺跡博物館 展望ロビー
　笛吹市・甲州市内の小学生を中心に募集したおおむかしの人の絵を展示します。今回は過去最多の
321点の応募がありました。学校で学んだことや、博物館で知ったことなどを子どもたちが自由な発想
で描いたおおむかしの人たちは、いきいきと躍動的に表現されています。ぜひ、足をお運びください。
※おおむかしの人の絵作品展のみは無料で観覧できます。

『縄文を感じる夜』
●日時／12月9日（土）
特別開館　午後6時~8時（受付は午後7時30分まで）　※午後5時~6時までの間は一旦閉館させていただきます。
　縄文土器や土偶を、ほのかな光に包まれた最小限の照明の中、普段とは異なる雰囲気で特別開館いた
します。この機会にぜひご覧ください。

縄文夜火（じょうもんやか）　午後7時~8時　※要事前申し込み
　博物館裏の屋外広場にて、焚火を囲みながら縄文時代について語らう場をひらきます。夜の甲府盆地
を見下ろす絶景を眺めながら、縄文人が感じていた夜の静寂を追体験する企画です。
　学芸員とともに、縄文時代への思いを共有し、当時の不思議さや、面白さなど参加者と一緒に深めていき
ます。焚火を囲むため、大人向けのイベントになっております。雨天の場合、屋内2階テラスで行います。

●申し込み方法（縄文夜火のみ）／12月6日（水）までに電話でお申し込みください。　
●参加料／入館料400円

釈
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堂
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跡
博
物
館
だ
よ
り

■開館時間　午前9時～午後5時（入館は閉館30分前まで）　■休館日　火曜日
■入館料　一般400円･小中高生200円※市内に居住する小中学生と保護者または引率者１名は無料。（通年）
■申し込み・問い合わせ先　☎47-3333

有
料
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24時間以内に放送された
防災行政無線の内容を
確認できます。

いまの放送聞き逃した！
そんなときは…
☎0553-33-9900へ!

通話料がかかります

防災行政無線


